
い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
』
に
み
る

r
q
ギ叫ノ
ス

マ
ナ
!
の
流
通
機
構

l
l
i
「
運
搬
賦
役
」
を
中
心
と
し
て
l
l
i

近

藤

晃

一一
四五

序

説

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
み
る
マ
ナ

i
体
制
の
変
遷
と
十
三
世
記

イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
逗
搬
賦
役

運
搬
賦
役
と
「
反
動
期
」
の
所
領
経
済

総

括

「
商
業
資
本
は
発
判
明
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
支
配
し
て
い
る
の
で
は
な
い
諸
極
周
、

動
に
す
ま
な
い
o
」

「
資
本
制
的
社
会
の
先
行
諮
段
階
で
は
商
業
が
産
業
を
支
配
す
る
が
、
近
代
社
会
で
は
逆
で
あ
る
o

商
業
は
も
ち
ろ
ん
、
諸
共
同
体
ー
ー
そ
の
聞
で

そ
れ
が
営
き
れ
る
ー
ー
に
多
か
れ
少
か
れ
反
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
商
業
ば
、
享
楽
お
よ
び
生
活
維
持
を
生
産
物
の
直
接
使
用
に
よ
り
も
む
レ
ろ
奴

売
に
依
存
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
を
ま
す
ま
す
交
換
価
値
に
従
属
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
し
て
商
業
は
、
古
い
諸
関
係
を
分
解
す
る
。

:
:
と
は
い
え
、
と
の
分
解
作
用
は
、
生
産
的
共
淘
俸
の
本
牲
に
依
存
す
る
こ
と
多
大
で
あ
る
。
』

「
日
加
業
お
よ
び
硲
業
資
本
の
発
展
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
交
換
価
値
め
あ
て
の
生
産
を
発
展
さ
せ
、
そ
の
範
囲
を
大
き
く
し
、
そ
れ
を
多
様
化
し
、

話
遍
牝
し
、
貨
幣
を
世
界
貨
幣
に
発
展
さ
せ
る
c

だ
か
ら
商
業
は
、
当
直
す
る
空
産
組
織
ー
ー
そ
の
形
態
の
あ
ら
ゆ
る
相
違
に
も
掬
ら
ず
主
と
し
て

お
よ
び
そ
れ
が
剣
道
す
る
の
で
は
な
い
諸
前
提
周
の
、
媒
介
選

い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
L

に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
}
の
流
通
機
構

四
七



い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
」
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
!
の
流
通
機
構

四
l¥ 

佼
用
問
馴
値
を
日
さ
す
よ
り
な
生
産
組
織

l
l
に
た
い
し
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
多
か
れ
少
か
れ
分
解
的
危
影
響
を
及
ぼ
、
す
。
だ
が
、
ど
の
程
度
ま
で
商
業

が
旧
生
産
様
式
の
分
解
を
生
ぜ
し
め
る
か
は
、
き
し
あ
た
り
生
産
様
式
の
堅
固
さ
と
内
的
編
制
と
に
依
存
す
る
。
ま
た
、
と
の
分
解
過
程
が
ど
ん
な

結
果
を
生
ず
る
か
、
す
な
わ
ち
、
ど
ん
な
一
新
た
な
生
産
様
式
が
田
生
産
様
式
の
代
り
に
現
わ
れ
る
か
民
、
商
業
に
で
は
な
く
、
回
生
産
様
式
そ
の
も

の
の
性
格
に
依
存
す
る
。
古
代
世
界
で
は
、
商
業
の
影
響
お
よ
び
商
人
資
本
の
発
展
は
つ
ね
に
奴
隷
経
済
化
結
果
す
る
ο

ま
た
出
発
点
攻
第
で
は
、

直
接
的
生
活
維
持
手
段
の
生
産
を
目
ざ
す
家
父
長
的
奴
隷
制
度
が
、
剰
余
価
値
の
生
産
を
目
ざ
す
そ
れ
に
転
化
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
と
ろ
が
近
代

世
界
で
は
、
そ
れ
が
資
本
制
的
生
産
様
式
に
結
果
、
ず
る
。
こ
の
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
結
果
そ
の
も
の
は
、
な
お
、
商
業
資
本
の
発
展
と
は
全
く
到
の

事
情
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
』
(
内
包
回
目

-
u
g
関
与
E
L・
切
仏
・
園
切
一
同
同
・

ω・
8
N
i
U
2・
長
谷
部
文
雄
訳
・

「
青
木
文
庫
版
」
第
九
分
冊
四
六
八
|
四
七
二
一
貝
Q

ゴ
チ
ず
ク
は
引
用
者
の
も
の
)
。

序

説

総
じ
て
、
封
建
制
か
ら
資
本
制
へ
の
生
産
様
式
の
麗
史
的
推
転
の
基
礎
過
程
口
、
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
過
程
の
所
産
と
し
て
封
建

的
諸
関
係
の
内
部
か
ら
主
体
的
に
生
成
し
て
く
る
自
由
な
独
立
の
小
商
品
生
産
者
層
を
歴
史
的
拡
介
契
機
な
い
し
は
『
必
要
な
経
過
点
』

と
じ
つ
つ
進
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
資
本
主
義
は
か
か
る
独
立
H
自
由
な
小
商
品
生
産
者
層
の
自
己
分
解

i
!資
本
H
賃
労
働
関
係
の
形

成
に
結
果
す
べ
き
近
代
的
両
極
分
解
!
ー
を
機
刑
と
し
て
の
み
終
局
的
に
成
立
し
う
る
と
す
る
見
解
は
、
今
日
到
達
し
え
た
経
済
史
学
の

研
究
水
準
が
賢
ら
す
一
つ
の
主
要
な
成
果
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
右
の
資
本
主
義
発
達
史
研
究
の
上
に
一
抗
さ
れ
た
分
析
視
角
は
、
と

り
わ
け
、
資
木
主
義
を
明
か
に
世
界
史
に
お
け
る
一
つ
の
発
展
段
階
日
『
近
代
』
を
特
徴
づ
け
、
他
方
で
は
前
期
的
諸
社
会
?
"
ア
ジ
ア

的
?
古
代
的
・
封
建
的
〕
か
ら
近
代
社
会
を
峻
別
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
、
資
本
制
生
産
の
支
配
的
な
社
会
構
成
と
し
て
把
握
し
そ
の
歴
史

的
規
定
性
を
明
確
佑
し
よ
う
と
す
る
問
題
意
識
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
資
本
主
義
を
商
品
目
貨
幣
経
済
一
般

ー
し
当
然
と
う
し
た
表
現
自
体
多
く
の
暖
昧
さ
を
含
む
の
で
あ
る
が
!
ー
と
等
置
し
て
理
解
す
ゐ
こ
と
に
よ
り
、
資
本
主
義
発
達
史
の
基



礎
過
程
を
初
発
に
お
い
て
商
業
的
・
金
融
日
高
利
貸
的
形
態
を
と
ッ
て
成
立
し
た
「
資
本
」
の
諸
積
と
、
そ
れ
を
可
能
に
川
た
商
品
流
通

の
一
般
化
過
程
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
的
見
解
並
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
経
済
史
学
の
伝
統
的
見
地
に
た
い
す
る

鋭
い
排
撃
を
も
同
時
に
果
し
え
た
の
で
あ
る
。

ハ
1
)

こ
の
よ
う
な
資
本
主
義
発
達
史
研
究
に
つ
い
て
示
き
れ
た
基
礎
視
点
は
、
古
典
の
正
当
な
継
承
ζ

、
そ
れ
を
慕
氏
と
し
て
実
証
史
学
の
豊
富
な

研
究
成
果
の
批
判
的
摂
取
を
果
す
こ
と
に
よ
り
ヨ

1
ロ
ザ
パ
諸
国
の
近
代
化
過
程
の
比
較
史
的
考
証
を
刻
明
に
行
っ
て
ぎ
た
我
が
国
の
西
洋
経
済
史

研
究
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
際
立
ぎ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
研
究
的
立
場
よ
り
す
る
秀
れ
た
経
済
史
研
究
は
既
に
数
多
く
与
え
ら
れ
℃
い
る
が
、

と
り
わ
け
そ
の
鋭
い
展
開
を
示
す
も
の
と
し
て
注
し
あ
た
り
次
の
主
要
な
諸
業
績
が
挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
戸
谷
敏
之
「
イ
ギ
リ
ス
・
ヨ

l
マ
ン

の
研
究
」
(
昭
和
十
三
年
法
政
大
学
「
経
苑
」
所
収
・
昭
和
二
十
六
年
再
頃
)
、
大
塚
久
雄
「
近
代
欧
州
経
済
史
序
説
L

ハ
上
)
、
同
「
近
代
資
本
主
義

の
系
諮
」
、
同
「
沼
代
資
本
主
義
の
起
点
、
高
橋
幸
八
郎
「
近
代
社
会
成
立
史
論
」
、
同
「
近
代
資
本
主
義
の
成
立
一
、
同
「
市
民
革
命
の
構
造
ι
、

同
「
封
建
制
か
ら
杭
民
本
主
義
へ
の
移
行

l
l
ス
ウ

J
1
ジ

i
・
ド
?
プ
両
氏
の
論
争
に
寄
せ
て
」
(
「
経
済
研
究
」
策
ご
巻
・
第
二
号
、

ω巳
3
8
h
w

ωo口同
m
Q噂
ぐ
。
]-M内
ぐ
T
Z
0
・

AHUsmNUK戸
の
む
ロ
守
山

σロ昨日0ロ

S
F
m
ロ
2
2
8
F
c
p
s
u
、
ロ
回
目
寸
吋
悶
HHmEO口同
B
S
明白ロ仏回目

U
g
g
わ目立件即日・

山由

gw
〉
∞
可
皆
吉
田

E
g
w
H呂
町
〉
、
松
田
智
雄
一
「
産
業
資
本
の
坐
成
」
(
大
塚
久
雄
一
続
「
資
本
主
義
の
成
立
」
河
出
書
房
板
・
経
済
学
新
大
系
羽

「
総
説
」
)
、
秦
玄
竜
「
イ
ギ
リ
ス
・
ヨ

1
マ
ン
の
研
究
」
等
々
。

と
う
し
た
問
題
意
識
の
形
成
が
、
我
が
国
の
経
済
史
研
究
に
一
時
期
を
劃
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
戦
後
漸
く
海
外
の
研
究
成
果

関
誌
へ
の
判
例
会
が
再
び
与
え
ら
れ
た
と
君
、
イ
ギ
リ
ス
あ
る
い
は
ソ
グ
ィ
ヱ
ト
の
経
済
史
学
界
に
あ
っ
て
も
、
近
年
ほ
ほ
同
様
な
問
題
意
識
が
会
く

別
個
の
研
究
を
経
て
成
熟
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
極
め
て
興
味
深
い
事
実
に
接
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
学
に
つ
い
て
は
一

九
四
六
年
マ
ル
ク
ス
主
義
m
経
済
学
者
と
じ
て
令
名
高
き
モ

i
リ
ス
・
ド
ず
ブ
冨

E
片山口印国・

uoσ
げ
の
問
題
作
『
資
本
主
義
発
展
の
研
究
』

(
ω
Z
-

岳
町
田
宮
任
。
ロ
2
開

-
C
U
B
S仲
え
の
目
立
件
目
-
2
2
)
の
上
梓
を
み
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
週
辺
に
は
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
ヒ
ル
の
町
三
由
件
。
同
MV2

出
山
口
、
ロ
ド
ニ

1
・
ヒ
ル
ト
ン

MNaロ
ミ
ロ
・
出
淳
司
ロ
ち
の
秀
れ
た
業
績
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
ソ
グ
ィ
エ
ト
で
は
、
か
の
ス
タ
ー
リ

ン
論
文
を
契
機
と
し
て
い
わ
ゆ
る
ド

l
プ
?
シ
ュ
学
派
の
一
掃
が
行
わ
れ
た
事
実
が
さ
主
に
我
が
国
に
も
紹
介
さ
れ
た
が
(
川
久
保
公
夫
「
封
建
社

会
に
於
る
商
品
生
産
に
つ
い
て
」
大
阪
市
立
大
学
『
経
済
学
雑
誌
」
第
二
十
九
巻
第
一
・
三
号
)
、

E
-
A
・
コ
ズ
ミ
ン
ス
キ
ー
開
-
h
F
H
内
omgU白石

の
近
業
で
は
明
か
に
如
上
の
理
論
的
立
場
が
と
ら
れ
、
寓
農
周
A
阿内

c
z
r
v
の
生
成
と
品
川
鮮
が
封
建
制
か
ら
資
本
税
へ
の
住
産
様
式
発
展
の
歴
史
過

い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
」
に
み
る
イ
ギ
リ
ユ
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

四
九



い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
!
の
流
通
機
構

五
Q 

程
に
お
り
る
中
心
的
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
(
切
・
〉
・
問
。
田
宮
山
由
凹
写
・

3開
問
4
0
日C
2

8

0
片岡り

2
E
H同
巾
ロ
神
山
口
阿
川
口
問
】
田
口
色
町

g

仲y
m
M
H
同
町
件
。
己
回
目
凶
〈
S
m
u
m
ロ仲巴同町田
-Mι

白由け

hrHVHmmm
ロ
F
Z
0
・一戸]戸也印日刊)。

(
2
〉
「
私
が
近
代
資
本
主
義
と
い
う
の
は
中
世
に
拘
げ
る
貨
幣
経
済
の
復
興
と
と
も
に
発
展
し
た
と
こ
ろ
の
資
本
主
義
を
意
味
す
る
』

(
L
・
ブ
レ

ン
タ
l
ノ
)
と
い
っ
た
代
表
的
発
言
を
有
す
る
俗
流
経
済
史
学
の
伝
統
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
経
済
史
学
の
巨
峰
ア
ン
リ
・
セ
ェ
出
・
段
刊
に
よ
っ
て

一
不
き
れ
た
近
代
資
本
主
義
観
、
す
な
わ
ち
「
動
産
が
主
と
し
て
鋳
滋
賀
幣
と
い
う
形
を
と
っ
て
発
展
を
と
げ
た
そ
の
日
か
ら
竺
れ
た
』
と
こ
ろ
の
資

本
の
根
元
的
形
態
〔
商
業
的
・
金
融
的
形
態
を
と
る
資
本
〕
が
後
に
現
れ
る
工
業
形
態
と
「
相
競
合
し
て
い
る
」
関
係
ζ

そ
近
代
の
資
本
主
義
社
会

の
莱
一
本
的
特
質
を
構
成
す
べ
念
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
近
代
資
木
主
義
の
成
立
を
招
来
す
る
必
要
要
件
た
る
資
本
の
菩
積
は
、
商
業
と
く
に
中
世
以

降
に
繁
栄
す
る
大
規
模
商
業
の
所
産
で
あ
る
と
す
る
見
解
(
出
・

ω
g
ピ
由
。
片
山
間
宮
市
出
合
。
者
向

g
z
m
g四
百
邑

2
5・岡田
M
印
・
土
屋
宗
太
郎
・
泉
倭

雄
共
訳
「
近
代
資
本
主
義
の
起
源
」
)
と
と
も
に
現
代
の
ヨ

l
ロ
γ
パ
経
済
史
学
に
抜
き
難
く
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
所
説
に
た
い
す
る

総
務
的
展
望
は
、

uoσ
ダ

4
・
n
F
潔
y
回
目
巾
ヂ
京
大
近
代
更
研
究
会
訳
「
資
本
主
義
発
展
の
研
究
」

I
七
頁
以
下
お
よ
び
松
田
智
雄
前
掲
『
総

説
』
五

l
六
頁
の
註

(
1
〉
に
そ
れ
ぞ
れ
手
際
よ
く
一
不
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
な
資
本
主
義
発
達
史
に
お
い
て
一
示
さ
れ
た
分
析
視
角
に
た
い
し
て
、
近
年
、
若
干
の
描
判
的
見
解
が
提
出

さ
れ
、
殊
に
モ

l
リ
ス
・
ド
ッ
プ
に
た
い
す
る
ア
メ
リ
力
の
経
済
学
者
ポ
ー
ル

-
M
・
ス
ウ
ィ
!
》

l

司・宮・

ω当
g唱
の
批
判
的
論
文

『
封
建
制
か
ら
資
本
制
へ
の
移
行
寸
宮
叶

B
ロ
包
巳
。
口
同
円
。
言
明

g
E
-
2
5
s
n品
目
仲
丘
町
的
自
』
の
公
表
が
国
際
的
碁
盤
に
お
い
て
活

滋
な
論
争
を
惹
起
し
環
西
の
経
済
史
家
の
耳
目
を
集
め
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
ま
た
我
が
国
に
お
い
て
も
幾
つ
か
の
内
在
的
批

判
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
何
れ
の
場
合
に
も
そ
の
主
要
な
論
争
の
焦
点
が
、
と
り
わ
け
、
封
建
制
か
ら
資
本
制
へ
の
移
行
の
過
程
に
お
い

て
商
業
な
い
し
商
品
流
通
の
果
す
歴
史
的
機
能
の
把
握
の
仕
方
如
何
に
据
え
ら
れ
た
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
穴
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ド
ッ
プ
の
場
合
に
も
基
本
的
伝
は
ほ
ぼ
同
一
の
見
地
が
と
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
と
く
に
我
が
国
に
お
い
て

は
大
塚
久
雄
教
護
が
精
総
な
理
論
的
解
明
を
与
え
て
お
ら
れ
る
。
い
ま
就
中
封
建
制
下
に
お
け
る
商
業
H
商
人
資
本
の
法
則
性
の
把
握
に



お
う
よ
そ
次
の
よ
う
に
整
理
で
会
る
で
あ
ろ
う
。
付
商
業
U
高
利
貸
資
本
と
い
う
形
態
を

と
る
資
本
制
以
前
の
資
本
形
態
す
な
わ
ち
『
前
期
的
資
本
』
は
「
生
産
過
程
ー
一
を
特
徴
的
に
欠
除
す
る
。
持
そ
の
故
に
封
建
制
の
基
礎
過

つ
い
て
示
さ
れ
た
主
た
る
論
点
を
要
す
れ
ば
、

程
に
た
い
し
て
単
に
外
側
か
ら
寄
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
否
定
的
契
椋
た
る
よ
り
は
む
し
ろ
そ
れ
自
体
封
程
社
会
の
構
成
的
一
部
分

と
し
て
現
わ
れ
、
却
っ
て
資
本
制
生
涯
の
発
民
に
ま
さ
に
逆
働
す
べ
き
封
建
的
諸
規
定
〔
領
主
的
・
共
同
体
的
強
制
〕
を
そ
の
利
潤
形
成
の

前
提
要
件
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
.
伺
そ
の
利
潤
H
利
子
の
実
態
は
主
と
し
て
封
躍
的
生
産
様
式
の
も
と
に
剰
余
労
働
の
支
配
的
形
態
と

し
て
現
わ
れ
る
封
連
地
代
の
派
生
形
態
な
い
し
そ
の
控
除
部
分
た
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
制
と
う
し
た
前
期
的
資
本
に
よ
っ

て
媒
介
さ
れ
る
商
品
流
通
が
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
過
程
を
促
が
し
ブ
ル
ラ
ョ
ア
的
発
展
の
前
提
と
し
て
機
能
し
う
る
か
否
か
は
、
領

主
権
の
強
度
〔
H
地
代
水
準
〕
に
す
ヤ
れ
て
デ
ィ

l
ナ
!
ミ
ッ
シ
ュ
に
表
現
さ
れ
る
封
建
制
の
『
堅
固
さ
と
内
的
編
制
』
が
専
ら
決
定
す

断
じ
て
商
品
流
通
そ
れ
自
体
の
単
純
に
創
出
す
る
と
ζ

ろ
で
は
な
い
。
等
々
。

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
理
論
構
成
に
た
い
す
る
批
判
的
見
解
の
主
た
る
論
点
は
、

本
」
と
「
中
産
的
生
産
者
一
と
の
対
抗
の
担
論
が
、
不
当
に
一
般
化
さ
れ
、
拡
大
さ
れ
て
、

「
前
期
的
資

一
方
で
は
、
生
産
者
の
附
級
分
化
l
対
抗
関
係

。。

を
生
産
力
説
に
置
き
か
え
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
商
業
を
常
に
ネ
グ
リ
ヂ
ブ
ル
で
め
る
と
す
る
』
ご
と
き
傾
向
性
を
有
し
、
と
り
わ

G
，
 

け
商
業
の
果
す
進
歩
的
役
割
を
不
当
に
無
視
す
る
点
に
は
根
本
的
な
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
主
張
に
あ
る
で
あ
ゐ
う
。

こ
の
積
の
見
地
が
「
資
木
主
義
の
成
立
に
つ
い
て
、

こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
、
封
建
制
解
体
期
そ
し
て
資
本
主
義
成
立
期
に
継
起
す
る
歴
史
的
・
経
済
的
諸
問
題
に
お
け
る
商
業
の
位
置
づ

け
を
め
ぐ
り
多
く
の
論
議
が
展
開
さ
れ
rukん
い
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
要
な
特
徴
は
、
付
商
業
と
商
人
資
本
の
発
展
は
常
に
封
建
的
土
地

所
在
に
た
い
し
て
破
壊
的
に
作
用
し
¥
そ
の
解
体
の
た
め
の
推
進
的
契
機
と
し
て
の
意
義
を
担
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、

M
H
資
本
主
義
形
成

の
基
本
線
は
問
屋
制
前
貸
を
契
機
と
す
る
商
業
資
本
か
ら
産
業
資
'
本
へ
の
範
曙
転
化
の
過
程
と
し
て
理
解
忘
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
等

い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』

K
み
る
イ
ギ
り
ス
・
マ
ナ
!
の
流
通
機
構

五



い
わ
ゆ
る
寸
最
時
間
畑
」
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
!
の
流
通
機
構

五

そ
力
説
す
る
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ハ
3
)
ω
三
8
8
h
r
ω
。円四四件可・ぐ
O
H
-
M内

2
.
1
2
0・N
・

5
8
な
お
こ
の
論
争
の
全
容
は
叶
宮
叶
S
ロ回目昨日。出向
5
8
司

2
E一ロ由
g
g
n品目件目
-
2
5

f
p
m
u『
B
U
2
E
B・
5
日
聞
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
高
橋
幸
八
郎
「
『
封
建
制
か
ら
資
本
主
義
へ
の
移
行
』
論
争
に
つ
い
て
」
岳
思
想
」

一
一
二
ハ
一
・
=
一
号
一
九
五
四
年
)
参
照
。

(

4

)

矢
口
孝
次
郎
「
資
本
主
議
成
立
期
の
研
究
」
(
昭
和
二
十
七
年
)
、
白
移
庄
一
郎
「
近
世
西
洋
経
済
史
研
究
序
説
L

(

昭
和
二
十
五
年
〉
、
同
「
資

本
主
議
成
立
史
の
原
型
」
第
一
分
冊
(
昭
和
二
十
じ
年
)
等
。
ま
た
こ
の
種
の
見
地
よ
り
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
イ

y
シ
ュ
な
研
究
と
し
て
、
木
谷
勤

「
初
期
資
本
主
義
と
問
屋
制
工
業
」
(
吋
思
組
』
三
一
四
四
号
一
九
五
一
一
一
年
)
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
日
本
経
済
史
の
分
野
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
に

栂
西
光
速
・
加
藤
俊
彦
・
大
島
清
・
大
内
力
「
日
本
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
」
(
昭
和
三
十
六
年
)
、
同
「
日
本
資
本
主
義
の
成
立
」
(
昭
和
二

十
九
年
)
等
が
あ
る
。

(
5
〉
『
封
建
的
関
係
の
溶
解
剤
と
し
て
の
商
業
の
作
用
は
、
著
し
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ず
商
人
資
本
は
大
部
分
、
古
い
秩
序
へ
の
寄
生
者
と

し
て
と
ど
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
自
覚
的
な
役
割
は
、
青
年
期
を
過
ぎ
て
の
ち
は
、
保
守
的
で
あ
り
、
革
命
的
で
は
な
か
っ
た
o
」
(
U
o
v
y
s
-

n芹・
0
・
∞
匂
)

(

6

)

こ
の
点
、
大
塚
久
雄
『
所
謂
前
期
的
資
本
な
る
範
鴎
に
つ
い
て
』
(
問
「
近
代
資
本
主
義
の
系
譜
」
第
一
論
文
)
お
よ
び
問
「
資
本
主
義
社
会

の
形
成
」
(
弘
文
堂
社
会
科
学
講
座
W
「
近
代
社
会
の
成
立
』
所
収
)
の
論
述
を
み
よ
。

〈
7
)
前
註
参
照
。

(

8

)

河
野
健
二
「
封
建
制
と
商
業
」
(
「
思
想
』
三
二
瓦
号
〉
』
一
九
貫
ο

(

9

)

前
註
〈
4
〉
に
み
る
諸
論
稿
の
主
張
を
み
よ
。
な
お
、
大
塚
教
授
の
理
論
構
成
が
こ
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
妥
当
で

な
い
。
念
の
た
め
に
付
記
し
て
お
く
な
ら
ぽ
、
「
批
判
』
と
称
し
て
提
出
さ
れ
る
諸
説
の
幾
っ
か
が
、
単
に
商
業
H
商
品
流
通
の
発
展
が
資
本
制
生

産
成
立
の
た
め
の
必
要
な
前
提
要
件
で
あ
る
こ
と
を
力
説
す
る
に
留
ま
っ
た
事
実
が
こ
と
で
想
起
さ
れ
る
べ
会
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は

そ
こ
に
終
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
、
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
み
る
研
究
史
の
動
向
は
、
今
日
の
経
済
史
研
究
に
た
い
し
て
数
々
の
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ



ら
ず
、
な
お
多
く
の
問
題
に
関
し
て
は
一
一
層
実
証
的
且
つ
具
体
的
な
研
究
を
経
て
再
び
理
論
的
考
証
の
分
野
に
そ
の
成
果
を
投
入
し
て
ゆ

く
と
い
う
研
究
的
操
作
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
必
要
性
を
強
く
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
本
小
論
に
お
い
て
は
、
と
く
に
封
建
的
土
地
所
清
な
い
し
農
奴
制
の
解
体
を
一
義
的
b
発
達
す
る
商
業
な
い
し
商
業
資
本
の

破
壊
的
作
用
の
所
産
と
し
て
把
握
を
企
て
る
流
通
主
義
的
見
舶
の
春
在
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
対
象
を
イ
ギ
リ
ス
農
奴
制
H
マ
ナ
l
体

制
発
展
の
歴
史
過
程
に
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
商
品
流
通
と
農
奴
制
と
が
知
何
な
る
対
応
関
係
を
示
し
え
た
か
と
い
う
問
題
に
接
近
し
て

ゆ
く
こ
と
を
当
面
の
課
題
と
し
た
い
戸
そ
し
て
こ
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
の
主
た
る
分
析
の
目
標
と
し
て
、
と
り
わ
け
商
品
市
場
と
の
接
触

に
よ
り
十
三
世
紀
に
そ
の
『
最
盛
期
』
を
招
来
し
え
た
巨
大
所
領
の
形
づ
く
る
生
産
物
商
品
化
の
機
構

l!}さ
し
あ
た
り
マ
ナ

l
の
「
流

通
機
構
」
と
よ
ん
で
お
く
ー
ー
が
措
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
マ
ナ
l
体
制
の
か
か
る
側
面
は
こ
れ
ま
で
十
分
な
具
体
性
に
お
い
て
検
討

さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
ま
た
し
ば
し
ば
『
商
品
経
済
に
巻
き
込
ま
れ
る
』
と
い
っ
た
何
ほ
ど
か
の
非
論
理
的
表
現
の
も
と
に
問
題
の
核
心

が
不
当
に
蔽
い
か
く
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
ρ

本
稿
は
、
こ
の
封
建
社
会
史
の
研
究
的
盲
点
と
も
い
う
べ
き
一
つ
の
局
面
を
と
り
あ
げ
、

そ
の
実
態
を
究
明
し
つ
つ
そ
こ
に
封
建
制
崩
壊
期
の
基
本
問
題
解
明
の
糸
口
を
見
出
そ
う
と
い
う
一
つ
の
さ
さ
や
か
な
試
み
で
あ
る
。

(
叩
〉
乙
ζ

で
行
論
に
そ
な
え
る
意
味
か
ら
ζ

の
よ
う
な
流
通
主
義
的
見
解
を
展
開
し
て
い
る
こ
つ
の
所
説
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

付
P
・
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
の
所
説

ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
は
前
掲
の
論
稿
の
な
か
で
ド
?
ブ
を
批
判
し
つ
つ
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
o

す
な
わ
ち
、
『
封
建
制
の
決
定
的
な
特
徴

は
、
そ
れ
が
使
用
の
た
め
の
生
産
の
組
織
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
」
と
こ
ろ
が
、
長
距
離
商
業
は
『
古
い
封
建
的
な
使
用
の
た
め
の
生
産
の

組
織
の
傍
に
交
換
の
た
め
の
生
産
の
組
織
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
組
織
は
、
一
た
び
並
置
さ
れ
る
や
、
当
然
お
互
に
作
用
を
及
ぼ

し
始
め
る
。
』
し
た
が
っ
て
封
建
制
衰
退
の
要
因
は
、
こ
の
両
者
の
対
立
H
抗
争
と
り
わ
け
後
者
の
前
者
に
た
い
す
る
「
衝
撃
」
を
生
む
と
と
き
『
創

造
的
な
力
で
あ
り
え
た
』
長
距
離
商
業
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。

J 

い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
-
-
7

ナ

l
の
流
通
機
構

五



い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
!
の
流
通
機
構

伺
白
杉
庄
一
郎
教
授
の
所
説

白
杉
教
授
は
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
事
例
に
拠
ら
れ
な
が
ら
、
と
く
に
十
三
世
紀
の
賦
役
体
制
の
地
理
的
偏
在
す
な
わ
ち
東
南
部
の
古
典
型
巨
大

所
領
に
お
け
る
賦
役
の
優
越
と
西
北
部
で
の
貨
幣
地
代
の
支
配
的
存
在
(
本
稿
第
二
節
参
照
〉
と
い
う
対
照
的
現
象
を
念
頭
に
し
て
次
の
よ
う
に
独

特
の
『
論
理
』
を
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

a

『
私
は
、
問
題
の
現
象
の
原
因
と
し
て
一
一
層
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
穀
物
輸
出
の
増
大
で
は
な
い
か
と
思
う
。
け
だ
し
、
典
型
的
荘

園
の
多
か
っ
た
中
部
お
よ
び
南
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
穀
作
農
業
を
主
と
す
る
地
域
で
あ
り
、
そ
れ
の
欠
如
し
て
い
た
西
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
そ
の
他
の

辺
境
地
方
は
牧
畜
を
主
と
す
る
地
域
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
輸
出
貿
易
を
通
じ
て
封
建
経
済
が
商
品
経
済
佑
す
る
場
合
、
穀
作
農
業
を
主
と
す

る
も
の
が
牧
羊
を
主
と
す
る
も
の
と
異
っ
て
賦
役
制
と
む
す
び
っ
く
傾
向
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
と
と
は
容
易
に
推
測
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
け
だ

し
穀
物
生
産
は
牧
羊
に
比
し
て
は
る
か
に
多
く
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
十
三
世
記
に
典
型
的
荘
園
の
多
か
っ
た

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
申
部
お
よ
び
南
部
の
穀
作
地
帯
に
お
い
て
は
穀
物
輸
出
の
増
大
が
、
賦
役
制
の
復
活
な
い
し
強
佑
に
み
ち
び
い
て
い
っ
た
の
に
た

い
し
、
非
荘
園
的
所
領
の
多
か
っ
た
西
部
そ
の
他
の
辺
境
の
牧
畜
地
帯
に
お
い
て
は
羊
毛
輸
出
の
増
大
が
貨
幣
地
代
の
形
成
に
み
ち
び
い
て
い
っ
た

最
も
根
本
的
な
原
因
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
」
(
同
「
資
本
主
義
成
立
史
の
原
型
」
第
一
分
冊
二
四
頁
〉
。

か
く
て
イ
ギ
リ
ス
農
奴
制
の
終
嬉
に
導
く
プ
リ
ム
ム
・
モ

l
ピ
レ
は
、
当
時
す
ぐ
れ
て
『
近
代
社
会
の
本
質
的
特
徴
た
る
世
界
的
性
格
』
を
と
っ

て
現
れ
る
羊
毛
の
輸
出
貿
易
に
あ
る
と
思
い
込
ま
れ
た
教
授
は
さ
ら
に
、
『
大
規
模
所
領
に
お
い
て
も
、
商
業
は
や
が
て
結
局
は
マ
ナ

l
制
度
の
崩

壊
と
ヨ

l
マ
ン
リ
l
の
成
立
と
を
媒
介
す
る
客
観
的
条
件
と
な
る
も
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
商
業
資
本
は
ま
ず
マ
ナ

1
制
度
の
成
長
と
並
行

し
、
か
っ
こ
れ
を
強
護
し
つ
つ
成
長
の
途
を
た
ど
る
の
で
あ
る
が
、
か
く
し
て
成
長
し
た
商
業
資
本
は
漸
次
マ
ナ
l
制
度
を
変
質
せ
し
め
て
ゆ
く
、

い
い
か
え
れ
ば
マ
ナ

1
お
よ
び
そ
の
領
主
が
商
業
佑
し
て
市
場
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
る
、
そ
し
て
こ
の
と
と
が
や
が
て
マ
ナ
l
制
度
の

解
消
と
ヨ

I
マ
ン
の
成
立
と
に
み
ち
び
い
て
ゆ
く
o
』
(
四
二
頁
)

『
要
す
る
に
、
マ
ナ
I
制
度
の
解
消
と
ヨ

l
マ
ン
リ
l
の
成
立
の
結
果
と
し
て
商
業
資
本
が
一
時
衰
退
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
商
業
資
本
が
そ
れ
ら

に
対
し
て
は
じ
め
か
ら
保
守
的
反
動
的
な
性
格
を
も
っ
た
と
断
定
す
る
の
は
、
あ
や
ま
り
で
あ
る
。
封
建
的
な
も
の
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
ま
た
、

あ
る
一
定
の
段
階
ま
で
は
歴
史
的
進
歩
的
な
役
割
を
は
た
し
え
た
の
で
あ
る
。
:
:
:
私
は
、
近
代
資
本
主
義
の
前
提
と
し
て
の
農
奴
解
放
の
客
観
的

条
件
の
す
く
な
く
と
も
一
つ
と
し
て
商
業
と
く
に

l
l羊
毛
お
よ
び
毛
織
物
の
輸
出
を
中
軸
と
す
る

i
!
外
国
貿
易
の
発
展
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
見
解
を
堅
持
す
る
。
』
ハ
四
八
頁
)

五
回



(

口

〉

同

ι
・〈
FPom門田内凶
D
H叫
w

〈
己
目
白
山
口
目
的
白
山
口
開
ロ
∞
目
白
H
H
a
-
H
∞U
N
U
同

Y
N
N
ω

ー一
イ

ン

グ

ラ

ン

ド

に

み

る

?

ナ

1
体

制

の

変

遷

と

十

三

世

紀

右
に
提
示
し
た
論
点
に
触
れ
る
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
便
宜
上
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
マ
ナ

I
体
制
〔
H
賦
役
体
制
〕
の
と
る
複
雑
な

発
展
過
程
を
概
観
し
、
そ
の
'
小
鳥
山
イ
ギ
リ
ス
的
な
様
相
を
描
き
な
が
ら
あ
ら
か
じ
臥
わ
れ
わ
れ
の
十
三
世
紀
の
マ
ナ
ー
に
た
い
す
る
分

析
視
角
を
明
か
に
し
て
お
き
た
い
。

(
1
〉
「
マ
ナ

1
g
g。
円
」
概
念
の
用
法
に
は
ほ
ぼ
広
狭
二
様
の
立
場
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
イ
ギ
ワ
ス
の
歴
史
学
に
お
い
て
最
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ

る
仕
方
で
、
領
主
直
営
地
を
基
幹
と
す
る
農
奴
賦
役
の
広
汎
な
利
用
の
枠
系
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
経
済
史
学

の
概
念
で
あ
る
「
ヴ
ィ
リ
カ
チ
オ
ン
体
制

5
5
w
m注目。
B
a
a
gこ
に
相
応
す
る
封
建
的
土
地
所
有
の
古
典
的
枠
制
〔
H
段
階
〕
を
指
示
す
る
概

念
と
し
て
理
解
で
を
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
コ
ズ
ミ
ン
ス
キ
ー
の
著
名
な
類
型
の
設
定
も
乙
の
よ
う
な
概
念
規
定
を
基
準
と
し
て
与
え
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
は
、
「
マ
ナ

1
」
を
封
建
的
土
地
所
有
一
般
と
等
置
し
て
使
用
す
る
用
法
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
封

建
地
代
が
賦
役
の
形
態
を
支
配
的
に
と
る
か
或
い
は
そ
れ
が
現
物
な
い
し
貨
幣
の
形
態
を
と
る
か
と
い
っ
た
問
題
、
お
よ
び
こ
れ
に
照
応
す
る
生
産

者
の
社
会
的
手
在
形
態
の
如
何
に
は
差
し
当
り
直
接
関
連
を
も
た
な
い
。

本
小
論
で
は
こ
の
「
マ
ナ

l
」
概
念
を
イ
ギ
リ
ス
史
学
の
通
例
的
な
用
法
に
拠
っ
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
点
、
例
え
ば
『
マ
ナ
l
の
解
体
』

(
吋
宮
切
同

g
w占
唱
え

HZ
昌
吉
男
〉
と
い
う
標
題
の
も
と
に
、
ィ
ギ
ワ
ス
経
済
史
の
標
準
的
概
説
書
関
・
ピ
ロ

g
p
叶

E
H
W
8
5
5
r
目的
g
q

o
h
開
ロ
弘
田
口
《
Y

〈。
H

・
H

・
8
5
由
子
が
展
開
す
る
叙
述
を
参
照
さ
い
た
い
。
な
お
封
建
的
土
地
所
有
一
般
を
一
不
す
場
合
に
し
ば
し
ば
八

g
g
g
v

な
る
語
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と
の
言
葉
が
単
に
「
財
産
」
・
「
農
場
」
等
の
近
代
的
用
語
例
を
も
つ
こ
と
と
共
に
、
「
マ
ナ
l
」
に
も
ま
た

何
ら
か
の
地
主
的
所
有
地
一
般
を
包
括
す
る
無
規
定
的
な
用
例
の
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
封
建
的
土
地
所
有
の
発
展
過
程
の
具
有
す
る
基
本
的
特
質
は
そ
の
特
異
な
地
代
形
態
の
推
移
の
う
ち
に
集
約

い
わ
ゆ
る
『
最
感
期
」
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・

7

ナ

l
の
流
通
機
構

五
五



い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

的
に
表
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
封
建
地
代
の
古
典
的
形
態
た
る
労
働
地
代
が
、

形
態
と
し
て
の
生
産
物
地
代
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
島
都
貨
幣
地
代
へ
と
形
態
転
化
を
遂
げ
つ
つ
解
消
す
る
の
で
あ
る
。

右
の
特
徴
的
な
地
代
形
態
の
発
展
過
程
を
担
う
マ
ナ
!
体
制
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
旧
来
の
研
究
史
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
マ

ナ
!
の
と
る
古
典
的
帯
成
の
本
格
的
成
立
は
二
般
に
か
の
ノ
ル
マ
ン
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
手
に
か
か
る
一

O
八
六
年
の
全
国
的
検
地
入
口
0
・

5
2
E司
ωロ
2
3
V
を
劃
期
と
し
て
導
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
漸
進
的
発
展
は
十
三
世
紀
に
お
い
て
全
面
的
に
開
花
し
、

五
六

フ
ラ
ン
ズ
等
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
先
ず
第

い
う
と

こ
ろ
の
マ
ナ

l
体
制
の
『
最
盛
期
』
(
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
フ
)

を
現
出
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
マ
ナ

i
体
制
の
解
体

「
賦
役
の
金
約
化
」

(
8
8
B
E
E
-。
ロ
)
の
進
展
は
、
ほ
ぼ
十
四
世
紀
中

を
告
示
す
べ
き
農
民
負
担
の
賦
役
か
ら
貨
幣
地
代
へ
の
移
行
、

葉
に
み
る
黒
死
病
の
大
流
行
お
よ
び
二
ニ
八
一
年
全
国
的
規
模
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
本
農
民
一
挟
(
の

2
E
H
N
o
g
-
c
法
契
機
と
し
~

て
、
殊
に
そ
れ
と
併
行
し
て
急
速
に
伸
長
す
る
「
貨
幣
経
済
」
の
効
果
と
し
て
、
強
力
に
遂
行
さ
れ
た
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

(

2

)

と
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
他
の
ヨ

l
ロ
ザ
パ
諸
国
に
先
行
し
て
早
期
に
資
本
制
生
産
の
発
展
を
招
来
し
え
た
前
提
条
件
を
解
明

し
よ
う
と
す
る
分
析
視
角
か
ら
岡
田
与
好
氏
が
鋭
い
指
示
に
富
む
総
括
的
な
展
望
を
加
え
て
お
ら
れ
る
の
で
、
立
入
っ
た
分
析
は
本
小
論
で
は
ひ
と

ま
ず
割
愛
す
る
こ
と
に
し
て
お
ま
た
い
。
国
民
「
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
l
崩
壊
の
基
本
的
特
質
|
|
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
形
成
の
歴
史
的
前
提
」

(
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
『
社
会
科
学
研
究
』
第
五
巻
第
二
号
・
第
三
号
所
収
)
そ
の
他
、
問
題
の
所
在
を
明
示
し
た
高
橋
幸
八
郎
民
の
諸
論

稿
、
と
く
に
「
封
建
社
会
に
お
け
る
基
本
的
矛
盾
に
つ
い
て
」
(
歴
史
学
研
究
会
編
「
世
界
史
の
基
本
法
則
」
一
九
四
九
年
〉
等
参
照
。

(

3

)

イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
i
の
古
典
的
構
成
に
つ
い
て
は
、
曽
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
『
古
典
理
論
』
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

メ
イ
ト
ラ
ン
ド
が
次
の
よ
う
な
周
到
な
言
葉
を
前
置
を
と
し
つ
つ
著
名
な
一
文
を
綴
っ
て
い
る
。
「
マ
ナ
1
の
定
義
を
求
め
る
こ
と
は
、
得
ら
れ
る

舎
の
な
い
も
の
を
欲
す
る
こ
と
で
あ
る
o

け
れ
ど
も
、
な
お
わ
れ
わ
れ
は
典
型
的
な
マ
ナ
!
の
構
図
を
描
き
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
ζ

れ
を
描
ま
え
た
と
ま
、
は
じ
め
て
こ
の
典
型
か
ら
の
偏
向
に
つ
い
て
も
論
じ
る
こ
と
が
で
ま
よ
う
。
』
と
。
か
く
て
、
マ
ナ
!
の
包
蔵
す
る
構
造
上

の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
再
生
産
機
構
の
上
で
の
豊
富
な
ヴ
7

ラ
イ
ェ
テ
ィ
の
存
在
を
意
識
し
つ
つ
彼
れ
は
い
う
。



タ
イ
ル

『
付
典
型
的
マ
ナ
ー
は
地
理
的
に
は
村
落
と
一
致
す
る
。
マ
ナ
ー
の
領
主
は
ま
た
同
時
に
村
落
の
領
主
で
あ
る
O
i
-
-
-人
々
の
集
団
は
、
一
方
か
ら

す
れ
ば

A
i
-
z
s
v
、
す
な
わ
ち
村
落
員
の
社
会
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
借
地
農
民
の
集
団
で
も
あ
る
。
:
:
:
帥
マ
ナ
ー
に
お
い
て
人
々
が
居
住
し

ヲ
，

t
・ホ・・ル
V

耕
作
す
る
土
地
は
三
つ
の
部
分
に
区
別
さ
れ
る
。
ま
ず
領
主
は
直
営
地
を
有
す
る
、
:
:
:
次
い
で
自
由
保
有
に
よ
り
領
主
か
ら
保
有
す
る
土
地
が
あ

カえトマヲ・ホール
V

り
、
ま
た
不
自
由
な
い
し
慣
習
的
保
有
に
よ
り
領
主
か
ら
保
有
す
る
土
地
が
あ
る
。
マ
ナ
i
の
土
地
の
う
ち
、
耕
作
さ
れ
る
部
分
は
通
常
二
つ
ま
た

は
三
つ
の
大
き
な
開
放
耕
地
に
あ
り
、
領
主
、
自
由
保
有
農
民
・
慣
習
的
保
有
農
民
等
の
も
つ
地
条
が
混
在
し
て
い
る
。
次
ぎ
に
マ
ナ
ー
に
は
放
牧

地
が
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
領
主
が
直
接
に
畳
伺
し
、
借
地
農
民
は
そ
ζ

に
共
同
権
〈
巳

m
E
a
n
O
B
B
S与
を
も
っ
。
次
い
で
マ
ナ
ー
は
経
済

的
一
単
位
を
な
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
マ
ナ

l
の
領
主
直
営
地
は
、
借
地
農
民
の
義
務
た
る
賦
役
に
よ
り
そ
の
大
部
分
の
耕
作
が
行
わ
れ
る
。
伺
領
主

が
大
領
主
で
あ
り
、
数
個
の
マ
ナ
ー
を
も
っ
場
合
に
も
、
各
マ
ナ
l
の
領
主
経
営
は
個
別
的
に
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
マ
ナ
ー
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
イ
リ
フ
守
凶
器
開
〉
や
り
1
グ
〈
5
2
m
)
が
一
般
に
穿
在
す
る
。
帥
最
後
に
、
領
主
は
マ
ナ
ー
に
裁
判
所
を
設
置
す
る
。
:
:
:
』
(
司
・
旬
。

-zuw

田
昌
弘
司
・
冨
曲
目
己
告
白
・
自
由

g
q
o片
何
回
包
目
的
V

F
田
君
・
宮
内
同
色

-Hug-
〈
OH・
H・
3
・

8
0
l
g
d

(

4

)

同V
・
話
回
。
関
門
白
血

OR-
叶
宮
の
円

04『
s
a
p四
冨

S
R
-
M
E
m
a切

HUmH・
s
-
M由
Hmma・
そ

の

他

。

‘

〈
5
)

「
金
納
佑
」
に
関
す
る
こ
う
し
た
理
解
の
仕
方
は
、
と
り
わ
け
、
吋
・
4
『
-
Eぬ
P
J
E惜
別

E

a
〈
呂
田
町
ロ
鼻
血
宙
開
話
回
目
出
品
・
一
E
E由
自
民

S
由

。片〉

s
a
w
g
開
g
g
s
w
〉
8
2富
山

8
・
ω
E
F司
即
日
・
〈

O
H
-
Y
Z
0・
N
-
S
o
o
-
g同M
・

3
・ω申
込
な

5
4『
・
。

g
E
Z
E
F
の吋

04『
s
a

何回開日目

m
v
E
a
g
R司
自
色
。
。

B
E
R
g
-
g
v・
a-
思
5
・〈

OH・
H・
2
u・
s-ω
週
-
U
8
2
2
の
叙
述
、
お
よ
び
同
・
同
・
戸
河

a
R由w
k
r

呂
田
仲

O門
司
氏
〉
明
日

n
z
-
E
B
B色
甲
山
口
市
回
目
ロ
何
回
四
日

g
p
〈
OH・
H・
g
g・
3
・
g
i∞
N
h
a
E
0・
ω
W
Q
E
Rぽ
田
弘
司

R
H
n
g仏
当
国
間
開
a

国・

5
E・
E
Y
N
H∞lNHPN白
血
等
に
そ
の
典
型
的
な
|
|
た
と
え
デ
ィ
テ
イ
ル
に
お
い
て
多
く
の
相
異
点
を
は
ら
み
且
つ
対
立
的
で
さ
え
あ
っ
た

が
|
|
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
の
点
に
つ
い
て
は
、
矢
口
孝
次
郎
「
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
経
済
史
」
第
五
章
第
一
節
、
小
松
芳
喬
「
封

建
英
国
と
そ
の
崩
壊
過
程
」
第
一
論
文
「
マ
ナ
研
究
史
概
要
」
等
の
簡
潔
な
研
究
史
へ
の
省
察
を
考
照
の
こ
と
。

し
か
し
な
が
ら
新
た
に
提
供
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
に
関
す
る
実
証
的
研
究
の
諸
成
果
は
、
旧
来
の
研
究
史
が
提
示
し
た
既
成
の

シ
ェ
ー
マ
に
た
い
し
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
有
力
な
批
判
を
提
出
し
、
そ
の
全
面
的
改
訂
を
鋭
く
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
こ
こ
で
関
説
す
る
余
裕
を
も
た
な
い
が
、
そ
の
新
し
い
実
証
史
学
の
水
準
が
示
し
え
た
と
こ
ろ
に
基
づ
け
ば
、
当
面
の
問
題
視
角
に
即

い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

五
七



い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

五
八

し
て
わ
れ
わ
れ
は
お
う
よ
そ
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

、
』
Jト
新
た
に
提
供
さ
れ
た
有
力
な
事
実
の
第
一
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
マ
ナ
l
体
制
が
十
三
世
紀
に
そ
の
『
最
盛
期
』
を
体
験
す
る
に

先
立
っ
て
、
一
旦
金
納
化
へ
の
顕
著
な
傾
向
を
有
し
、
と
を
に
は
貨
幣
地
代
が
農
民
負
担
の
基
軸
的
部
分
さ
え
構
成
し
え
た
一
時
期
を
経

過
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
旧
く
ア
シ
ュ
レ
イ

、J
O
O
 

で
あ
必
が
、
後
に
一
九
三
七
年
と
一
九
五
三
年
と
に
公
表
さ
れ
た
マ
イ
カ
ル
・
ポ
ス
タ
ン
冨
・
宮
山
岳
山
巴
可
。
田
宮
口
町
に
よ
る
二
つ
の
研

"' 

究
成
果
が
問
題
の
事
態
を
明
瞭
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
ス
タ
ン
は
そ
れ
ら
の
論
稿
に
お
い
て
豊
富
な
マ
ナ
l
史
料
を
駆
使
し
つ
つ
、

者
-

H
・
〉
∞

EOM可

に
よ
っ
て
既
に
僅
か
な
が
ら
探
り
当
て
ら
れ
て
い
た
の

十
二
世
紀
が
著
し
い
「
金
納
化
」
傾
向
を
は
ら
み
多
く
の
所
領
で
|
|
巨
大
教
会
領
で
さ
え

i
l貨
幣
地
代
が
支
配
的
在
在
を
と
っ
て
い

立い

-o件。ロ
(
4
F可
口
仲
由
日
回
目
H
1
0
)

た
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
一
一
八
九
年
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
修
道
院
に
所
属
す
る
マ
ナ

l
、

。。

で
は
全
賦
役
の
消
滅
が
見
出
さ
れ
る
し
、

グ
リ
ト
ル
ト
ン
の
ユ
・

管
下
の
マ
ナ

l
、
ミ
ン
チ
ン
ハ
ム
プ
ト
ン
宮
古
の
窓
口

Z-ロ
B
6
Zロ
で
は
、 グ
ロ
ス
タ
i
シ
ャ
!
の
宮
口
の
め
田
宮
門
田

E
S
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
修
道
院

へ
ン
リ
l
一
世
の
初
年
入
三
門
官
官
包
。
匂

g
V
が
ニ
六
、

が
九
で
あ
っ
た
が
、
へ
ン
リ
二
世
の
初
年
に
は
前
者
は
九
に
減
少
し
、
約
二

O
年
後
に
は
こ
の
マ
ナ
l
の

全
農
民
保
有
は
貨
幣
地
代
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

A
J弘
司
ぬ
問
仲

O
m
a
n
oロ田口同降
V

右
の
二
つ
の
事
例
は
決
し
て
局
部
的
現
象
で
は
な
く
、
む
し
ろ
か
な
り
一
般
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
と
考
え
る
に
た
る
幾
多
の
史
実
が
子

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
第
十
二
世
紀
を
「
金
納
化
」
の
著
し
い
進
行
と
直
営
地
経
営
の
凋
落
お
よ
が
貨
幣
負
担
農
民
層

A
2
5
5
z
v
l
iこ
の
生
成
が
当
時
開
墾
と
極
め
て
緊
密
な
関
連
を
も
っ
て
い
た
事
実
を
も
想
起
す
べ
き
で
あ
る
1

1
あ
る
い
は
ま

た
人
片
山
口

S
H・ロ
V
の
撞
頭
の
一
時
期
、
総
じ
て
『
地
代
荘
園

m
g
Z
E
m
Eロ
a
F
2
2岳
民
己
的
構
成
の
端
初
的
発
展
の
世
紀
と
し
て
特
徴

づ
け
る
と
と
が
で
き
る
。



(

6

)

 

巧
-
M
-

〉由
z
a
-
-〉ロ

HDH円
C
E
n仲山内}ロ仲
O
H山口四日山田伊関口
o
g
s
k
目
白
+C弓
言
内
田
昌
席
。
ミ
・
〈
GH・
H・
3
・
F
H
U
B
-
忘
-
N
N
g
ρ
・
彼

は
こ
こ
で
合
同
ず
開
ユ

Z
5
2
2
V
す
な
わ
ち
自
由
保
有
農
民
J

の
顕
著
な
発
坐
を
指
示
し
て
い
る
。

ハ
7
〉
宮
・
冨

-
H
i
s
g
p
d
H
m
n
y『
go-o唱
え
戸
田
Z
R
F
2
{円
2
・
、
『
吋
自
国
国
主
O口
広
忌
白
河
0
3
-
呂
田
件
。
片
山
口
包

ωo口
同
氏
ア
丘
町

ω
R
5・

ぐ
CH・
MM内
・
お
よ
び
、
会
2
0・
。
-
白
色
。
ロ
ヴ
ロ
ミ
ー
何
回
同
国
芯
田
山
口
付
円
高

HN任
。
巾
ロ
EiHUλHwn・出・悶・

NDa.ω
刊
丘
四
回
・
〈
OH・〈
L
Z
0・uwHU印
ω・

(

8

)

マ
旬
。
忠
告
w
M凶
n・出
-HWH)U-U2lug-
な
持
ポ
ス
タ
ン
は
、
こ
の
小
論
に
お
い
て
と
く
に
惣
隊
(
立
g
開
r-R曲
目
〉
の
数
、
羊
の
頭
数
、
刃
ナ

!
の
評
伺
額
、
地
代
霊
山
山
寸
の
指
標
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
統
計
表
を
提
示
し
、
へ
ン
リ
l
一
世
以
降
当
該
所
領
が
一
不
す
構
造
転
換
の
具
体
的
な
様
相
を
描

写
す
る
。

(
9
)
H
v
c
m
g
p
吋
見
出
ω・
同
乙
∞

ω・
な
お
、
こ
の
論
文
の
第
三
節
に
記
載
さ
れ
た
酔
押
し
い
事
例
を
参
照
。

(
m
u
)
A
8
5
5円ロ
V
階
層
の
生
成
と
開
墾
と
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
記
述
は
、
と
く
に
、
戸
沼
E
m♂
同
，

E
〉
σ
σ
3
8
a
盟
各
OU片
山
口
え
明
日
可
・

5
2・
H
U
H
Y
S
1
8∞
・
を
み
よ
。
そ
の
他
、

z・
2
m己申
o
p
吋
宮
肘
no口。
B
山
口
。
。
ロ
門
出
位
。
口
問
。
ロ
任
問
呂
田
口
む
2

0
同
何
回
同
H岡
田
町
可
〉
σta-唱

H
S∞・

3
・N日
l
M∞
-
お
よ
び
ロ
・
。

-
u
g
m
-
g
w
ω
C円
五
回
E
n
g門町

O時
冨
E
W〈
己
何
回
田
仲
〉
a

E
一
。
江
。
Haω
宮
内
出
叩
白
山
口
円
、
呂
田
日
告
白

ω。
-nu-
一呂田仲

oq・
ぐ
巳

-
W唱
日
以
)
・
沼
田
市
門
出
・
参
看
。

(
日
)
封
建
的
土
地
所
有
の
構
泣
転
換
、
「
ヴ
ィ
リ
カ
チ
オ
ン
体
制
↓
純
粋
日
地
代
荘
園
』
の
問
題
提
示
は
主
と
し
て
ド
イ
ツ
社
会
経
済
史
学
の
成

果
で
あ
る
。
例
え
ば
。
・

2
ロ
回
即
日
C
F
。
g
n
z
n
F
g
仏四円円山
g
g
n
Zロ
Fmg門富山門
g
n
y阻
止
仏
巾
申
宮
町
広
巾
E
Z
B
宮
山
町
門
町
ロ
の
円
ロ
ロ
仏
N
S
g
-

可
回
開
・
司

S
Hり
-
E』仲間四・
5ω
吋・

ω・吋
U

5唱
・
な
お
右
の
諸
成
果
に
依
拠
し
つ
つ
そ
れ
を
封
建
地
代
形
態
の
発
展
と
の
関
連
に
お
い
て
、
社
会
的

生
産
力
の
推
進
主
体
た
ゐ
農
民
層
の
存
在
形
態
の
発
展
過
程
と
し
て
把
握
を
企
図
さ
れ
た
、
高
橋
幸
八
郎
教
授
の
雄
篇
『
い
わ
ゆ
る
農
奴
解
放
に
つ

い
て
」
(
「
近
代
社
会
成
立
史
論
」
第
二
篤
)
の
論
述
、
を
参
照
Q

、，Jニ
第
二
の
新
し
い
論
点
は
周
知
の
コ
ズ
ミ
ン
ス
キ
ー
の
研
究
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
研
究
の
粛
ら
す
主
要
な
帰
結
は
、

r
i

、

・

か
つ
て
十
三
世
紀
に
冠
せ
ら
れ
て
き
た
『
マ
ナ

i
の
最
盛
期
』
な
る
呼
称
に
た
い
し
重
大
な
制
約
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
れ
は
従

来
マ
ナ

l
内
部
の
史
料
を
基
礎
と
し
て
遂
行
汚
れ
て
き
た
研
究
万
法
が
こ
の
時
期
に
お
け
る
賦
役
体
制
の
発
展
を
誇
大
に
提
示
す
る
と
い

う
不
可
避
的
な
欠
陥
を
も
っ
事
実
を
指
摘
し
、
商
ら
は
一
二
七
九

l
八
O
年

ι作
成
さ
れ
た
入
国
ロ
ロ
今

E
m♀
Z
V
を
基
礎
史
料
と
し
、

い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
」
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

五
九



い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

ノ、。

さ
ら
に
人

Fρ
丘
即
日
民
。
ロ

g
旬
。
注
目
。
M
A
O
B
V
を
も
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

か
つ
て
探
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
全
く
新
し

い
歴
史
の
局
面
を
明
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
い
ま
ッ
て
の
主
要
な
論
点
を
挙
げ
れ
ば
、
日
ぼ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

付
十
三
世
紀
の
い
川
ン
グ
ラ
ン
ド
全
土
を
通
観
す
る
と
こ
ろ
、

aaz 

き
る
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
そ
の
所
館
構
造
に
お
い
て
一
古
典
的
」
構
成
〔
目
領
主
直
営
地
・
農
奴
保
有
地
戸
山
口

b
z
i出
色
白

m
m
o〕

マ
ナ
l
の
形
態
に
つ
い
て
極
め
て
豊
富
な
多
様
性
を
検
出
す
る
こ
と
が
で

め
支
配
的
な
成
熟
を
示
し
え
た
所
領
(
典
型
的
マ
ナ
i
)
の
存
在
は
、
旧
説
の
説
く
と
こ
ろ
と
は
異
な
り
極
め
て
大
巾
に
局
限
さ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
「
自
由
保
有
」
・
「
貨
幣
地
代
」
等
の

司
非
マ
ナ
l
的
要
素
』

ζ

れ
と
並
行
し
て
初
完
か
ち
既
に
抜
き
難
い
在
在
公
示
し
て
い
る
こ
と
も
充
分
考
慮
さ
れ
ね
ば

か
、
ら
特
徴
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る

「
非
荘
園
型
所

領
」
(
ロ
。
ロ

E
E
m
g込山
-
g
E
R
)
が、

な
ら
な
い
。
件
マ
ナ
ー
に
み
ら
れ
る
右
の
ニ
つ
の
型
に
つ
い
て
そ
の
地
理
的
分
布
の
状
況
を
み
る
な
ち
ば
、

nu 

出。
4
『

m
H
a
F
・
。
話
可
が
十
四
世
紀
に
つ
い
て
示
し
え
た
と
こ
ろ
と
同
じ
く
吐
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
南
部
に
は
「
白
典
型
」
た
る
賦
役
制
マ

か
つ
て

H
・
L
・
グ
レ
イ

ナ
!
の
特
徴
的
な
発
展
が
認
め
ら
れ
、
逆
に
「
非
荘
園
型
」
発
展
φ
立
地
は
西
北
部
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
と
は
ま
た
、
国
最

も
商
品
流
通
と
都
市
市
場
の
発
達
し
た
地
域
で
、

と
く
に
、

巨
大
教
会
館
マ
ナ
ー
で
、

新
た
な
賦
役
体
制
の
成
熟
日
『
封
建
的
反
動
』

従
っ
て
十
三
世
紀
に
は
、

こ、と
り、と
d、、に
つ、 dョ
な、小
仕、前
亙、領
豆、で
tlrK.、
役、貨
も、幣
賞、地
幣、代
地、が
代、発
も、達
と、し

Q
E
E
-
H
gの
け
問
。
ロ
)
が
見
出
さ
れ
、

パ
ラ
V

グ
シ
カ
ル

て
い
る
と
い
う
『
逆
説
的
』
な
事
態
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
時

も
に
発
展
し
た
。

却
っ
て
商
品
市
場
か
ら
遠
く
隔
て
ら
れ
た
地
万
で
、

(
ロ
)
関

omB広
島
可
-
m
R三
口
市
曲
目
ロ
門
同
窓
口
口
々
河
g
z
z
s
m
E
§

の
8
2ミ・

(
臼
)
関

85Emru--
、
岡
宮
間
ロ
ロ
仏
日
仏
刻
。

-zc出
回

日

選

l
呂
田
山
由

ωoz吋
円

白

内

貧

困

W
H

凶
ぬ
戸
山
田
町
〉
丸
田
岡
山
田
口
自
民
。
ミ
・
同
司
自
己
民
主
ず
可
冨

-Z・

Mg広
告
旬
開
門
・
出
勾
4

ぐ。
M

・

E-Z0・H
H

む臼・町田切・

3
・5
m
Z・
ま
た
、

te30・
pz合
同
列
何
回
神
山
口

Em-sa・
司
自
己
符
司
3
8
E・

2
0・
吋

ぢ

H
V
・

5
1
5・



(
M
H
)

コ
ズ
ミ
ン
ス
キ
ー
以
前
に
お
い
て
も
マ
ナ
1
体
制
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
若
干
の
重
要
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ
イ
ン
ロ
ウ

ロ
白
ロ
冊
目
担
当
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ク
・
ス
テ
ン
ト
ン
司
円
g
w
g・
ω
Zロ
件
。
ロ
の
研
究
、
吋
可
U
Z
え
呂
田
口
Cユ
巳

ω
R
5
2
5
2
5日
Z
S
§
m
E

U
自
己
目
喝
口
。
江
。
邑

g
c岳
町
田
山
口
戸
諸
国
回
目
白
血

ω
o
n
E
自
己
o
q
〈。ゲ即日・

5
5
お
よ
び
、
七
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
設
定
し
ー
ー
す
な
わ
ち

ヴ
イ
ル

付
マ
ナ
l
の
組
織
と
そ
の
村
落
に
た
い
す
る
関
連
性
、
同
マ
ナ
i
内
部
に
お
け
る
社
会
層
、
同
土
地
保
有
の
通
例
的
単
位
、
伺
開
墾
の
進
展
、
斜
地

代
と
賦
役
、
制
直
営
地
、
倒
裁
判
組
織
{
|
、
乙
れ
を
基
準
と
す
る
マ
ナ
l
諸
形
態
の
「
型
」
の
把
握
を
提
唱
し
た
N
・

7
ル
ス
ン

Z
-
z
m
-
z
s

の
論
稿
、
開
口
問
ロ
田
町
呂
田
口
。
江
主
司
0
5
6・
〉
B
R日n
g
回
目
白
仲
良
付
回
目
刻
印
〈
目
白
d
F
〈
C
H
-
H
H
H
2・
S
N
U・
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
マ

ナ
!
の
諸
形
態
へ
の
展
望
に
つ
い
て
は
、
戸

Z
丘
z
o
p
沼
包
ぽ
g
-
〉
旬
開
江
田
口

ω
2ぽ
守
山
口
問
Z
H
Mユ
ヨ
叩
日
開
口
∞

-B内
げ
の
自
己
σ・
Hwnop

回
目
四
件
・
〈
己
・
戸
に
便
利
な
叙
述
を
見
出
す
。

(
お
)
同
-
F
・の
SMJ
叶
町
刊
の
0
5
5
E由
民
G
ロ
O
時
〈
邑
巾
山
口

ω
2
4日n
g
E
H
Wロ
m
Eロ仏

σ町内
O
円
四
仲
町
四
回
目
白
口
付
口
町
田
-5・
開
口
色
町
田
町
民
山
田
件
。
円
山
口
出
向

HN2W4『
¥
〈

C
H
-
H岡山
H・
HA0・
muu
円〈
H・
5
に
・
こ
の
論
稿
で
グ
レ
イ
は
ボ
ス
ト
ン
か
ら
グ
ロ
ス
タ
ー
を
貫
ね
る
線
を
想
定
し
、
十
四
世
紀
前
年
に

あ
っ
て
は
既
に
こ
の
線
か
ら
北
西
に
は
賦
役
の
存
在
は
殆
ん
ど
見
出
せ
ず
、
一
方
そ
の
南
東
の
地
域
で
は
当
時
ケ
ン
ト
を
除
く
す
べ
て
の
地
方
で
賦

役
の
杏
在
が
見
と
め
ら
れ
、
と
と
に
若
干
の
地
方
で
は
依
然
と
し
て
支
配
的
に
現
わ
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
(
芯
広
・
早
稲
田
大
学
経
済
史
学
会

編
「
英
吉
利
経
済
史
研
究
資
料
」
(
消
補
改
訂
版
〉
一

O
一
頁
以
下
、
と
く
に
一
一
一
六
頁
)
。

(叩山〉

ζ

の
点

H
M
g
g
p
↓
自
由
-
g
u
-
H
M℃
-
H∞由
laHUω
を
も
参
照
。

わ
れ
わ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
賦
役
の
変

十
一
世
紀
以
前
に
お
け
る
賦
役
の
支
配
的
存
在
は
十
二
世
犯
の
「
金

つ
い
で
十
三
世
紀
に
お
い
て
再
び
賦
役
の
部
分
的
復
帰
が
導
か
れ
る
、
と
。
そ

し
て
こ
う
し
た
変
遷
過
程
の
内
部
に
さ
ら
に
探
り
を
入
れ
る
と
き
、
十
三
世
紀
に
み
る
跡
め
俗
称
仏
一
酌
品
・
掛
わ

h
h
w
p掛
動
的

h
h
か

け
「
市
場
の
た
め
の
生
産
」
と
い
う
新
た
な
課
題
を
担
っ
て
導
か
れ
た
と
い
う
注
目
す
べ
き
事
実
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
、

新
た
に
研
究
史
に
加
え
ら
れ
た
重
要
な
ニ
つ
の
成
果
を
綜
合
す
る
な
ら
ば
、

遷
過
程
を
次
の
よ
う
な
形
で
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、

納
化
の
特
徴
的
進
行
と
い
う
事
態
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、

こ
の
点
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
十
三
世
紀
に
お
い
て
『
最
盛
期
』
を
現
出
し
え
た
特
定
所
領
の
農
奴
制
H
賦
役
体
制
の
基
本
的
性
格
は
到

い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
」
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

ム
ノ、



い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

、
、
、

底
単
純
に
ヴ
ィ
リ
カ
チ
オ
ン
体
制
の
成
熟
し
た
形
態
と
し
℃
把
握
し
え
ぎ
る
複
雑
な
構
造
を
と
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

、，，QM
 

そ
こ
に
は
ポ
ス
タ
ン
も
語
る
ご
と
く
、
十
六
世
紀
の
オ
ス
ト
日
エ
ル
ベ
地
方
に
生
成
す
る
『
再
版
農
奴
制
』
日
「
グ
l
ツ
ヘ
ル
シ
み
フ
ト

の
邑
島
常
門
田
岳
民
ど

3
え
も
想
起
せ
し
む
べ
き
側
面
す
ら
明
瞭
に
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

~ ノ、

こ
う
し
た
十
三
世
相
の
イ
ギ
リ
ス
巨
大
所
領
の
特
徴
的
な
発
展
傾
向
H

『
封
建
的
反
動
』
に
闘
し
、

コ
ズ
ミ
ン
ス
キ
ー
は
総
括
的
に
次

の
よ
う
に
含
苔
あ
る
言
葉
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。

『
事
実
、
こ
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
農
村
に
お
け
る
支
配
的
な
煩
向
は
貨
幣
地
代
の
発
展
で
あ
り
、
十
一
一
一
世
結
に
は
既
に
封
建
地
代
の
主

要
な
形
態
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
賦
役
も
ま
た
残
存
し
所
に
よ
っ
て
は
発
展
し
さ
え
し
た
の
で
あ
る
。
農
民
経
済
に
お

け
る
交
換
の
発
達
は
、
そ
れ
が
直
接
に
地
方
市
場
に
役
立
と
う
と
仲
買
商
人
を
経
て
ヨ
リ
遠
隔
の
市
場
に
資
そ
う
と
も
、
貨
幣
地
代
の
発

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

展
に
導
く
。
他
方
、
領
主
経
v

併
に
お
け
る
交
換
の
発
達
は
賦
役
の
発
展
に
結
果
す
る
。
:
:
:
一
般
に
不
向
山
農
民
の
上
に
そ
の
所
領
地
を

、
、
、
、
、
、
、

効
果
的
に
確
EV了
維
持
し
て
き
た
こ
れ
ら
大
封
建
所
韻
に
お
い
て
賦
役
が
強
固
に
保
持
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
所
鎮
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
発
達
す
る
交
換
の
た
め
の
生
産
が
粛
ら
す
明
か
な
帰
結
は
、
賦
役
の
さ
ら
に
一
層
の
発
展
で
あ
っ
た
。
:
:
:

約
言
す
る
な
ら
ば
、

封
建
制
は
自
己
を
確
立
す
る
こ
と
に
お
い
て
最
も
成
功
し
な
か
っ
た
地
万
で
、

ま
た
そ
う
し
た
所
領
で
、

さ、最
ら、も
に、急

速
か
つ
容
易
に
解
体
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
大
貴
族
領
や
教
会
領
で
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
幻

交
換
経
済
の
発
展
に
よ
り
新
た
な
力
さ
え
も
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
』

(
ロ
〉
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
既
に
初
発
か
ら
「
宵
典
的
」
構
成
を
と
ら
ほ
幾
多
の
マ
ナ
ー
が
脊
在
す
る
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
倒

え
ば
り

gm-g二
予
門
戸
。
EHY
岡
、
見
守
参
照
。

(
叩

m
〉阿川門部仲間
P
S
-
n
F
H
U
H】
・
混
同
町
田
向
。
.
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
ポ
ス
タ
ン
は
十
一
二
世
紀
の
賦
役
制
一
舟
出
の
現
象
を
不
当
に
一
般
化
し
て
考
え

て
い
る
と
し
て
コ
ズ
ミ
ン
ス
キ
ー
の
批
判
を
浴
び
て
い
る
。
問
。
由
宮
山
口
由
W
U
ご明。己門同曲目河町口仲宮何回同開戸田口門同・同)也・

5
1
5・

そ
れ
は
牢
問
と
し
て
維
持
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、



(
川
口
)
?
忠
告
二
哲
三
件
・

3
・
H

む
凶
柄
拘
円
以
・
そ
の
他
、
。
。
σず
・
8
・

nx・
3
・
ω
∞1
2
・

(
却
)
乙
の
問
題
に
関
す
る
本
邦
の
主
要
な
研
究
成
果
と
し
て
、
差
し
あ
た
り
、
松
田
智
雄
教
授
の
諮
研
究
が
挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば

「
ド
イ
ツ
産
業
資
本
の
形
成
と
保
護
主
義
経
済
理
論
(
上
)
」
〈
潮
流
講
座
経
済
学
全
集
第
一
部
。
同
一
編
著
一
近
代
社
会
の
形
成
」
第
五
章
『
土
地
所

有
と
産
業
資
本
』
と
し
て
再
版
)
、
「
ユ
ン
カ
i
経
営
の
成
立
と
「
中
間
層
」
農
民
」
(
「
展
中
、
評
論
』
一
九
四
八
年
一
月
)
、
等
々
。

(

紅

)

剛

内

2
g
z
m
r
u
J
F
2
W
2
8仏
冨
8
4
岡
山

g
g・
3
・
お
!
8
・
(
傍
点
は
引
用
者
)

右
に
み
る
と
と
く
、
今
日
の
発
達
し
た
実
証
史
学
の
水
準
が
明
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
旧
来
の
経
済
史
学
が
十
三
世
紀
に
た
い

し
て
与
え
て
き
た
「
マ
ナ
!
の
最
盛
期
』
と
い
う
時
代
規
定
は
恐
ら
4
は
当
を
失
し
た
見
解
と
す
べ
き
で
あ
ろ
よ
。
わ
れ
わ
れ
が
十
三
世

紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
検
証
し
う
る
基
本
的
様
相
は
、
賦
仇
伎
で
は
な
く
か
し
ろ
貨
幣
地
代
の
文
配
的
伸
長
と
い
う
事
実

κほ
か
な

-

ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
卦
強
制
の
基
本
的
だ
描
成
は
「
ヴ
ィ
リ
カ
チ
オ
ン
体
制
」
か
ら
貨
幣
地
代
に
恭
づ
く
「
純
枠
H

地
代
荘
園
宮
古
守
口
ロ
仏
問
。
ロ
古
ロ
m
E
R目
。
吋
門
閣
の
伊
良
仲
」
へ
と
特
徴
的
な
構
造
転
換
を
果
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
注
目
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
事
態
の
進
展
と
相
い
桔
抗
し
つ
つ
、
ま
た
局
部
的
な
が
ら
も
賦
役
体
制
の
筏
活
が
一
部
巨
大
所
領
に
お
い

て
ま
さ
に
反
動
的
に
推
進
さ
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
特
定
の
巨
大
所
領
、
就
中
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
・
南
部

l
l都
市
市
場

の
発
展
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
先
進
地
帯
!
の
大
教
会
領
に
お
い
て
「
市
場
の
た
め
の
生
産
」
と
い
う
社
主
景
担
う
賦
役

体
制
の
発
毘
が
遂
行
さ
れ
つ
つ
め
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
十
三
世
紀
と
そ
と
に
見
出
さ
れ
る
発
達
し
た
賦
役
体
制
に
た
い
す
る
わ
れ
わ
れ
の
恭
礎
視
点
は
旧
来
の
通
説
と
は
柑
容
れ
ざ

そ
れ
は
か
つ
て
十
九
世
紀
の
歴
史
学
が
提
唱
し
た
マ
ナ
!
の
古
典
的

時
期
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
世
紀
伊
」
特
徴
づ
け
る
も
の
は
却
っ
て
貨
幣
地
代
と
す
い
ハ
れ
て
「
農
奴
主
的
」
な
商
品
生
産
の
体
系
と
し
て

、
、
、
、
、
、
、

現
わ
れ
る
賦
役
体
制
の
一
時
版
形
態
で
あ
り
、
両
者
の
織
り
な
す
二
律
背
反
的
な
発
展
な
の
で
あ
る
。

る
万
向
に
お
い
て
措
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、

い
わ
ゆ

Z

「
最
感
謝
』
に
み
ろ
イ
ギ
ワ
ユ
・
マ
ナ
ー
の
流
還
機
構

~ 

/、



い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・

7

ナ
!
の
流
通
機
構

ノ、

四

わ
れ
わ
れ
が
本
小
論
に
お
け
る
論
述
の
対
象
と
し
て
設
定
し
た
十
三
世
紀
の
巨
大
所
領
は
か
か
る
デ
ィ
ナ
ー
ミ
ッ
シ
ュ
な
歴
史
過
程
の

所
産
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
べ
、
き
性
格
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

〔エリー修道院の収入一覧〕

• 1086 1171-211256-7 1298-9 

Rent Income : (f:) (f:) (f:) (f:) 
1. Customary Rent 610 630 
2. Sale of works 105 170 
3. Contractual rents 一 345 900 
Tota! Rent Income 一 1060 1700 
Agricultura! income 1160 1400 
IncOme from courts. etc. 80 400 
Total gross income 484 950 2300 3500 
Expense吉 30 370 950 
Net incomes 484 920 1930 2550 

(
泣
)
岡
田
興
好
氏
も
明
瞭
に
指
示
さ
れ
る
よ
う
に
(
同
氏
前
掲
稿
付
七
一

l
二
頁
)
、

か
か
る
十
三
世
紀
の
二
律
背
反
は
「
荘
園
的
」
所
領
、
「
非
荘
園
的
」
所
領
と
い
っ
た

立
地
を
基
礎
と
し
て
空
間
的
に
遊
離
し
て
現
わ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
い
Q

一
一
層
重
要
な

事
実
は
、
ダ
グ
ラ
ス
や
ミ
ラ
!
の
研
究
が
明
示
す
ゐ
と
と
く
、
賦
役
体
制
の
伸
長
を
遂

げ
る
エ
リ
l
修
道
院
領
等
の
大
教
会
領
で
さ
え
貨
幣
地
代
の
明
瞭
な
併
行
的
発
展
の
実

相
を
見
出
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。

乙
の
点
の
明
か
な
例
証
は
上
の
表
か
ら
得
ら
れ
ゐ
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、

Z
巾ロ
m
o
p
呂田口
O
吋
由
良
何
回
目
由
主
〉

σ宮
司
に
お
け
る
ウ
ィ
ス
ト
ウ
・
マ

ナ
1
毛
広
件
。
毛
伺
(
出

S
Z・
)
の
分
析
を
み
よ
ハ
町
田
切
・

5
日仏・

2
y
g
a占・)

(MiIIer， op. cit. p.94) 

イ
ギ
タ
λ

・
?
ナ
ー
の
運
搬
賦
役

前
節
に
お
い
て
十
三
世
紀
の
歴
史
が
示
す
特
徴
的
事
実
の
一
と
し
て
わ
れ
わ
れ

は
商
品
市
場
と
の
結
合
の
成
果
と
し
て
与
え
ら
れ
た
賦
校
体
制
の
再
出
H
強
化
、

い
い
か
え
れ
ば
「
農
奴
主
的
商
品
生
産
」

と
も
い
う
べ
き
再
生
産
機
構
を
と
る
巨

大
マ
ナ
ー
の
発
展
を
指
摘
し
た
。

「
序
説
」
の
提
示
す
る
要
請
に
基
づ
き
、

こ
の

種
の
マ
ナ
ー
の
内
部
構
造
に
探
り
を
入
れ
る
ζ
と
が
次
い
で
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら

れ
た
当
面
の
問
題
と
な
る
の

T
あ
る
が
、

そ
の
再
生
産
体
系
の
全
機
構
的
検
証
は



蹄
の
機
会
に
譲
り
、

と
こ
で
は
と
く
に
百
常
地
生
産
と
市
場
と
の
結
合
を
楳
介
す
る
マ
ナ
!
の
流
通
機
構
が
特
徴
的
に
形
づ
く
る
内
部
構

造
を
把
握
す
べ
く
一
つ
の
一
局
面
を
と
ら
え
、

こ
れ
を
導
き
の
糸
と
す
る
こ
と
に
よ
り
問
題
の
核
心
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
ゆ
き
た
い
。

(

1

)

拙
稿
で
は
差
し
当
り
論
点
を
こ
と
に
限
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
現
在
閲
読
し
う
る
若
干
の
個
別
研
究
は
十
三
世
紀
に
み
る
封

建
的
反
動
の
実
相
を
明
示
す
る
。
い
空
論
述
の
背
後
に
廻
る
こ
と
と
な
っ
た
周
回
、
直
営
地
経
営
自
体
に
つ
い
て
一
ぶ
さ
れ
る
反
到
的
諸
相
は
ほ
ぼ
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
賦
役
体
制
の
主
体
的
条
件
と
し
て
賦
役
労
働
の
増
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
週
賦
位
以
」

(
d
q
R
r
4
R
W
)回
数
の
哨
加

・
自
由
保
有
農
民
の
農
奴
身
分
へ
の
再
編
成
・
「
賦
役
保
有
地
」
(
芯
ロ
ロ
円
白
色
。
吉
田
)
の
拡
大

-
A
g同仲間同即日
V
、

A
Z
H
a貸
出
V

に
た
い
す
る
賦

役
徴
集
、
等
々
。
第
二
に
は
、
そ
の
容
体
的
条
件
た
る
直
営
地
の
質
的
・
量
的
充
実
の
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
o

農
民
な
い
し
小
領
主
の
定
期
小
作
地
と

さ
れ
て
ぎ
た
直
営
地
の
回
収
・
開
墾
に
よ
る
拡
大
・
死
亡
農
民
お
よ
び
兆
一
政
長
品
の
保
有
地
の
直
営
地
化
・
直
営
地
条
の
結
合
と
綜
劃
・
共
同
地
の

収
奪
と
綜
劃
、
等
々
。

Z
巾ロ
g
p
宮
g
o
H由
。
同
財
胆
自
認
可
〉
げ
ZFMVH)・
M
M
l
g
w
一
云
・
ζ
R
m
s
-
H川口町山日目的
F
F出
口
仏
師
。
片

HY叩
〉
σ宮
司

C
同

回
目

n-HVMM・
2
1∞
吋
-
一
宮
E
2
0
H
M
d
n
z・
3
・∞吋
i
g
u
-
u

同・】
YHF
回以ロヴ巾円ぬ・同，
S
E
o
n
r
〉
σ
σ
4・
5
印

H
V
8・∞
cmmρ
・
巾
仲
口
・
そ
の

他
、
司
・
。
・
口
出
4
2戸HV03・
斗
}
戸
叩
肘
円
。
口
。
富
山
num4-m戸
OHMg開
口
件
。
州
出

Z
o氏。
-w
沼田
H
H
0
3
5
0
a
u
z・ω・ω・ぉ
HN
・。・。

5
9
叶

HMO
開

ncロ
O
B山口

豊島

ω
o
n
E
呂
田
件
。
ミ

oH
自
制
ロ
mzmF
〈己目白岡叩・

HUωC
一切・
m
oぴ
c・
三
刊
色

2
回目

F
E
E
S
-
H
S
ω
.
m
R
・

右
の
視
角
か
ら
当
面
論
述
の
焦
点
に
据
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
に
お
け
る
農
民
賦
役
の
一
形
態
と
し
て
強
制
さ
れ
る

『
運
搬
賦
役

g
吋
S
E
E
S
-
g
H
ユm
m
o
田
0
2
H
g』

こ
の
種
の
賦
役
は
こ
れ
ま
で
比
較
的
経
済
史
家
の
注
目
を
悲
く
こ
と
な

q
r
M
 

か
の

N
・

s
-
B
・
グ
ラ
ァ
ス
に
お
い
て
唯
一
の
例
外
を
見
出
す
と
は
い
え
、
一
つ
の
研

で
あ
る
。

く
通
常
歴
史
研
究
の
片
浦
み
に
押
し
や
ら
れ
、

究
的
盲
点
と
し
て
不
当
に
没
却
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
研
究
史
の
傾
向
は
、
恐
ら
く
は
マ
ナ

l
体
制
を
そ
れ
自
体
孤
立
化
し
た

「
自
然
経
済
」
的
小
宇
宙
と
し
て
理
解
し
て
き
た
旧
来
の
マ
ナ

i
研
究
の
動
向
か
ら
究
局
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

〈

2
〉

z.ω
・∞

-
P図
的
日
〈
O昨
日
。
ロ
え

P
O
E
m
-山
田
伊
(
リ
。
門
口
冨
R
r
z・
5
H
?
。日同国司会山門同

と
も
あ
れ
十
三
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
示
す
『
封
越
的
反
動
』

の
諸
相
を
念
以
に
お
く
な
ら
ば
、

『
運
搬
賦
役
』
の
問
題
は
決

い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
」
牝
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
l
の
流
通
機
構

六
五



い
わ
ゆ
る
『
最
践
期
」
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

六
六

し
て
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
種
の
賦
役
が
「
反
動
期
」
の
所
領
経
済
の
上
に
果
し
え
た
機

能
の
検
討
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
商
品
流
通
と
封
建
的
土
地
所
有
と
の
相
互
関
係
を
確
認
す
る
た
め
の
鍵
と
も
い
う
べ
き
数
々
の
貴
重
な
示
唆

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
の
点
に
つ
い
て
は
主
に
次
節
以
下
の
主
題
と
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
運
搬
賦
役

の
実
態
に
つ
い
て
簡
単
な
素
描
を
行
う
ζ

と
か
ら
始
め
よ
う
。

付

史
料
に
示
さ
れ
る
運
搬
賦
役

チ
チ
ェ
ス
タ
!
の
冨
の
何
回
ぬ
一
∞
宮
門
の
僧
正
領
(
古
田
宮
恒
三
ろ
に
所
属
す
る
サ
セ
ッ
ク
ス

ω52un
の
マ
ナ

i
、
ア
ム
パ

ヲ
ヲ

B

・
ホ

E
ル
ダ
l

プ
レ
イ
〉

E
Z門
戸
内
叫
に
関
し
て
十
三
世
紀
後
半
に
作
成
を
み
た
「
慣
例
集
」

(
2田
EBmH)
は
当
該
マ
ナ
ー
に
属
す
る
自
由
保
有
農
民
、

ヴ
イ
レ

4
9

農
奴
等
の
負
担
す
べ
き
各
称
の
義
務
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
示
さ
れ
た
グ
農
奴
hu

の
]
部
を
掲
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
史
料
一
〕

『
当
日
E
E
M
V昆
mqロ
と
巧
邑

-MWEE-BO可
は
一
ヤ
ー
ド
ラ
ン
ド
を
保
有
し
、
型
ト
i
マ
ス
の
祝
日
に
一
五
片
、
ラ
マ
ス
に
森
林
料

ニ
片
、
聖
ト
l
マ
ス
日
に
共
有
地
料
四
分
の
一
片
、
復
活
祭
に
ニ
羽
の
牝
鶏
と
二

O
ケ
の
卵
を
土
納
す
べ
し
。
:
;
:
彼
ら
は
年
間
ク
リ
ス

マ
ス
・
復
活
節
・
聖
霊
降
臨
節
の
三
週
を
除
4
毎
週
、
週
に
三
日
す
な
わ
ち
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日
に
賦
役
を
行
う
べ
し
O
i
-
-
-
必
要
と

あ
れ
ば
;
;
・
彼
ら
は
小
去
の
た
め
ご
斗
イ
か
!
の
型
新
と
杷
耕
を
な
し
、

こ
れ
に
つ
き
六
日
の
賦
役
を
行
う
。
彼
ら
は
燕
麦
の
た
め
に

ニ
エ
イ
カ
!
の
型
耕
を
行
い
、
把
耕
は
免
除
さ
れ
る
。
そ
の
賦
役
は
六
日
間
。
:
;
:
彼
ら
は
自
己
の
役
畜
を
持
っ
て
二
日
の
人
ぴ
。
。
ロ
・

当。円
W
V
た
る
型
耕
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
男
を
伴
な
い
食
事
を
供
さ
れ
て
二
日
の

A
ず
。
。
ロ
君
。
吋
W
V
た
る
収
穫
労
働
を
行
う
べ
き
こ
と
。
:
:
:
彼
ら
は
牧
草
地
に
お
い
て
ニ
人

一
日
は
小
麦
、
他
の
一
日
は
燕
麦
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
当
て
ら
れ
る
。
各
人
は
一
人

の
男
と
共
に
領
主
の
稼
を
必
要
な
量
だ
け
刈
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
:
:
:
賦
役
日
に
あ
っ
て
は
彼
ら
は
終
日
稼
を
乾
し
熊
手
に
て
か
き
集
め



エ
イ
ル

ぞ
れ
を
卒
で
い
感
ば
ね
ば
な
ら
な
い
(
中
略
)
彼
ら
は
、
パ
ン
・
ブ
ド
ウ
潤
・
麦
踊
・
肉
・
魚
、
そ
の
他
領
主
の
命
ず
る
一
切
の
も
の
を
馬
の

背
に
つ
り
、

3
1
2
g
D少
国
防

D
P
E
L山
町
。
円
げ
白
目
、
町
内
法
H
F
5
m
p

〉
E
M可
MMmσ
。
ロ
円
ロ
タ

(UEnHMgR『
wHJU204司
。
江
戸

20t4σ
江
仏
関
白
に

赴
か
ね
ば
な
ら
な
い
c
そ
れ
は
賦
役
一
日
に
相
当
す
る
0

・
:
:
も
し
り
号
g
s
m
m
o
に
何
ら
か
の
も
の
を
送
る
必
要
が
あ
れ
ば
、
彼
ふ
恰
aM官

賦
役
二
口
が
免
除
さ
れ
ニ
片
が
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
問
、
。
ロ
色
。
ロ
に
行
く
場
合
に
は
授
ら
は
賦
役
三
日
を
詳
さ
れ
四
片
を
受
け
と
る
。
・
:
』

〔
史
料
ニ
〕

同
じ
チ
テ
ュ
ス
タ
!
の
マ
ナ
ー
で
あ
る
ケ
イ
カ
ム

(Umw岳
m
B
(
ω
g
mぬ
と
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た

A
g田
吉
宮
巴

V

も
ヴ
ィ
レ
イ
ン
に
課
せ
ら
れ
た
運
搬
賦
役
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

『
ヴ
ィ
レ
イ
ン
l
l
H
N認
め
円
内
庁
∞
呉
宮
。
誌
は
半
ハ
イ
ド
を
保
有
レ
年
同
一
三
志
四
片
を
上
に
定
め
ら
れ
た
二
期
に
亘
り
上
納
す

べ
き
こ
と
。

〔
被
れ
は
〕
賦
役
が
行
わ
れ
る
と
き
は
毎
週
土
曜
日
と
祭
日
を
除
き
こ
れ
を
行
う
。

(
中
略
)
夏
期
に
は
必
要
と
あ
れ
ば

粗
突
を
車
一
一
台
分
〉
E可
出
向
ゲ

C51ロ
め
か
ら
運
搬
す
べ
き
こ
と
。

こ
れ
に
つ
い
て
ぽ
賦
役
四
日
が
免
除
さ
れ
る
。
:
:
:
彼
れ
は
土
曜
・

日
曜
の
両
日
チ
チ
L

ス
タ
ー
ま
で
荷
物
を
運
ぶ
べ
き
こ
と
。
も
し
他
の
場
所
に
運
ぶ
場
合
に
は
被
れ
の
賦
役
一
臼
を
免
除
す
る
。
必
要

フ
ェ
ア

と
あ
れ
ば
、
被
れ
は
自
己
の
車
を
、
以
っ
て
ビ
シ
ョ
ッ
プ
の
収
穫
さ
れ
た
穀
物
を
運
搬
す
る
。
:
:
:
彼
れ
は
チ
チ
ェ
ス
タ
l
の
歳
市
ま
で

麦
稗
を
車
で
運
ぶ
べ
き
こ
と
。
:
:
:
:

ω2gHH
内庁

ω
E
r
g
z
は
二
分
の
一
ハ
イ
ド
を
保
有
し
年
間
二
ニ
士
山
四
片
を
上
納
す
べ
き
こ
と
。
ほ
か
に
彼
れ
は
一

o
u
m
ユ
イ
カ
i

一ル

l
ド
を
保
有
し
年
間
五
志
三
片
を
上
納
す
る
。
被
れ
は

pvmoH
含

ω昇
H
H

。
。
件
。
と
同
様
の
賦
役
を
行
う
べ
き
こ
と
。
〔
後
略
〕
』

(

3

)

者・
5
・3
n
rげ
自
国
守
山
・

γ↓}岡山門仲
m
g
n
g
z
s田町
O
同
件
目
白
∞
ロ
田
町
民
呂
田
口
。
同
明
。
ご

E
目的
V

8

0
同門
UEn吉田
H
R
S品
。
仲
宮
吋

UonロB
m
H
M仲田一

ω
c
g巾同問巾円。円仏

ωonuqHι
ロ
E
Wロ昨日
0
白〈。}・
M
円以
M
内

H・
HUN印・

い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

六
七



い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
ワ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
近
機
構

ノ、

l¥. 

ハ
4
〉

(

5

)

 

日
ヴ
円
円
四
・

M
M
M
M
-
A
F
N
1
1
A
H
ω
-

S
広・

H
u
m
-
A
F
l
u
-

以
上
の
ニ
つ
の
史
料
か
ら
窺
い
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
奴
賦
伎
の
内
容
を
規
定
す
る

A
2忠
告
白
色

V
に
お
い
て
、
型
耕
役
・
収
穫
労

働
・
乾
草
作
り
佑
一
一
吋
の
直
宮
地
労
働
と
と
も
に
運
披
賦
役
は
そ
の
主
要
な
項
目
を
一
構
成
す
る
も
の
と
し
て
記
録
さ
れ
徴
集
さ
れ
る
性
質
の
も

の
で
あ
ゐ
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
形
成
と
内
容
と
に
お
い
て
マ
ナ
!
の
個
別
的
条
件
を
反
映
し
つ
つ
さ
ま
ざ
ま
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
基
本
的
性
格
は
蛍
働
地
代
の
一
形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

。
運
搬
賦
役
の
諸
形
態

そ
れ
白
体
封
建
地
代
の
一
形
憩
た
る
運
刷
版
賦
授
は
次
の
二
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

I 

マ
ナ
l
内
部
の
運
搬
労
働

表
現
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
知
ら
れ
る
と
お
り
、

こ
の
程
の
運
搬
賦
伎
は

A
B
H
H恒
例
向
山
口

E
怠
m
g
ロ
m
t
g
u
V
あ
る
い
は

A
B
ユm
m右
E
包
常
出
口
m
t
o
p
a
s
s宮
BUV
等
の
史
料
的

そ
の
主
要
な
内
容
は
直
営
地
と
領
主
の
穀
倉
と
を
商
泊
す
る
運
搬
に
当

こ
の
場
合
の
目
的
は
収
穫
さ
れ
た
直
営
地
虫
産
物
の
集
中
で
あ

る
。
そ
の
他
、
水
車
へ
の
穀
物
の
逗
搬
、
木
材
・
燃
料
等
の
逼
搬
が
学
、
げ
ち
れ
る
。

て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
先
の
〔
史
料
一
〕
に
も
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、

E 

マ
ナ

i
外
部
へ
の
運
搬
封
働

右
の
場
合
は
生
産
過
程
に
附
随
レ
た
運
扱
労
働
と
も
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、

A
n
m
H
a
u
m古
HHHmH仏
げ
。
出
切
符
山
口

E
V
等
の

史
料
的
表
現
を
も
っ
第
二
の
形
態
に
あ
っ
て
は
極
め
て
重
要
な
問
題
を
わ
れ
わ
れ
に
投
げ
か
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
間
趨
点
は
最
後
げ
札
結



指
す
る
こ
と
に
し
た
い
が
、

わ
れ
わ
れ
が
本
小
論
に
お
い
て
と
く
に
分
析
の
対
象
に
据
え
た
運
搬
賦
役
は
、

こ
の
よ
う
に
マ
ナ
ー
か
ら
そ

の
外
部
を
指
向
す
る
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
種
の
連
機
賦
役
に
は
経
済
的
な
観
点
よ
り
す
れ
ば
さ
ら
に
三
つ
の
形
態
を
見
出
す
こ
止
が
で
き
る
。
そ
の
一
は
各
所
に
散
在
す
る

直
営
マ
ナ
i
相
互
間
に
お
い
て
各
種
の
生
産
物
の
移
転
を
目
的
と
し
て
行
わ
札
る
賦
役
で
あ
る
。
あ
る
場
合
に
は
穀
物
の
極
子
を
別
の
マ

ナ
ー
ま
で
送
る
た
め
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
他
の
唱
合
で
は
、
水
車
の
再
廷
に
要
す
る
木
材
が
運
搬
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
燃
料
・
家
畜

-
麦
酒
・
種
羊
な
ど
が
、
し
ば
し
ば
運
搬
賦
役
に
よ
っ
て
他
の
マ
ナ
l

k
送
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
の
形
態
は

A
Sユ
白
色
ロ
ヨ
包

宮
田
匂
庄
ロ
5
V
と
い
う
史
料
的
表
現
が
明
瞭
に
物
語
る
よ
う
に
、
分
散
す
る
多
く
の
直
営
地
か
ら
当
該
所
領
の
経
済
的
・
権
力
的
中
心
た

る
少
数
の

A
V
O
B
O
E
E
5
H
V
を
目
的
地
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
そ
れ
は
大
領
主
の
直
接
的
な
消
費
を
目
的
と
す
る
直
営

地
生
産
物
心
送
付
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
恐
ら
く
は
若
干
の
史
料
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
こ
に
捧
在
す
る
領
主
の
大
規
模
な
穀
倉

(
m円
山
口
官
〉
へ
の
生
産
物
の
蹴
入
と
蓄
蔵
の
た
め
で
も
あ
っ
た
警
で
あ
る
。
運
搬
賦
役
の
筋
一
ニ
の
形
態
は
市
場
へ
の
販
売
を
目
的
と
す

る
直
営
地
生
産
物
の
運
搬
で
あ
る
。
こ
れ
は
し
ば
し
ば
史
料
の
上
か
ら
は
特
に
第
二
の
形
態
と
識
別
し
難
い
の
で
あ
る
が
1

1

同
時
に
、

入
円
5
5
0
B
m
H
H
O円
V
に
は
往
々
に
し
て
領
主
が
市
場
開
催
権
を
掌
握
す
る
定
期
市
場
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
|
|
、
と
き
に
は
〔
史

内
M
U

料
一
〕
が
明
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
市
場
の
名
称
が
目
的
地
と
し
て
一
不
さ
れ
℃
い
る
事
例
に
も
接
す
る
ζ

と
が
で
会
る
の
で
あ
る
。

か
く
て

A
g田
E
B巳
V
の
規
定
に
従
い
、
農
民
は
所
定
の
場
所
ま
で
所
定
の
生
産
物
を
1

1

場
合
に
よ
っ
て
は
運
扱
す
べ
き
物
品
の

名
称
を
掲
げ
て
い
な
い
史
料
も
あ
る
。
|
|
『
領
主
の
意
志
に
よ
り
』

『
そ
の
欲
す
る
と
き
に
』
運
搬
す
べ
き
賦
伎
を
負
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。(6

)

 

Z-ω
・回・の

E
少

の

C
E
玄白
H
W
Z
・
暗
唱
・
町
田
町
内
F
M
Z
m即
日
明

op
呂
田
口
。
門
田

O
片
岡
州
回
日
認
可
〉

σ
σ
4・
MMMM
・
ω吋
曲

2
・

u
Eロ
宮
お
・

O
H
M
-
n
F

い
わ
ゆ
る
「
景
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

六
九



い
わ
ゆ
る
「
最
慮
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・

7

ナ
!
の
流
通
機
構

七。

同}・∞

NmHn・

(

7

)

こ
の
麓
の
賦
机
伎
の
起
源
に
つ
い
て
は
必
ず
じ
も
明
瞭
に
確
認
す
る
こ
と
は
同
一
雑
で
あ
る

(Z-∞
-
∞
・
の
E
P
O】
γ
門
戸
喝
・
吋
)
。
と
ま
に
は
所
領

経
済
と
は
直
接
関
連
し
な
い
信
書
の
伝
達
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
極
め
て
古
い
賦
役
か
ら
出
発
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
が
巨
大
所
領
、
こ
と

に
教
会
領
で
成
立
し
た
八
片
C
C
仏
同
国
同
自
由
百
件
四
B
V
と
の
関
連
に
お
い
て
発
生
レ
た
と
い
う
想
定
も
ま
た
可
能
で
あ
っ
た
(
司
・
ヨ
ロ
。
明
白
血
O
戸

ヨ
ロ
向
山
口
問
問
白
山
口
関
口

m-B仏
-H∞U
N
・同
)
-
M
∞
由
一
回
・
∞
-
H
W
3
5
2
・
ロ

r
s
p由
開
口
加
民
田
町
呂
田
問
。
吋
・

5ω
吋・

3
・
8
∞白内
ρ
U
o

な
お
、
会
8
内同

同国司

HHH
加古
Z
B
V
に
つ
い
て
は
、
差
し
あ
た
り
沼
山
口
市
ア

3
・
n
F
3・
ミ

1
g
u
司・
4

弓
・
呂
田
吉
川

Ha-
ワ
o
g
g弘
司
回

g
r
g仏
切

3
8
a・

5
U吋・
M
M刊

y
E切
に
白
u
N
ω
聞
広
口
・
一
一
Z
四回目窓口・

5
山
a
a
E・
g
-
N
N
・
控
一
寸
そ
参
照
さ
れ
た
い
。

(

8

)

前
掲
〔
史
料
一
、
二
U

参
者
。
そ
の
他
同
じ
司

2
5即日

(mg-
。℃
-
n日
?
に
み
る
人
口
E
Z
B回目
V

の
記
述
、
並
び
に
ヨ
ロ
宮
司
m
-
o
u
-

n
p
-
Y
忠
一
口
凹

4
3
3
F
8・
nx・
ヲ
均
一

z
a
z
S
F向自
D
円
由
。
片
岡
山
田
ヨ
認
可
〉

5
3・
3
・
ω
吋
ω
u
u
ヨ
ロ
高
円
目
白
C

F

〈
三
国
円

E
伺白

山
口
何
回
開

-sa・
3
・
N
∞印
i

N
∞
吋
一
尽
日
開
ア
毛

-
n
F
S・
自

l
g
一

冨

OH問問
p
oヲ

nR・
3
・
司

l
a
u
z・ω・
∞
・
の
S
F
。
Hyn日付-

HVH】
・
叫
回
開
門
出
・
な
お
こ
の
種
の
運
機
賦
役
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
検
討
も
ま
た
次
節
の
課
題
で
あ
る
。

制

賦
役
主
体

わ
れ
わ
れ
が
運
搬
賦
役
に
関
す
る
史
料
に
援
す
る
と
き
、
そ
の
主
体
に
つ
い
て
明
瞭
に
指
摘
で
き
る
一
つ
の
事
態
は
、
池
初
耕
作
労
働
・

収
穫
労
働
の
場
合
と
同
様
に
そ
れ
が
「
農
奴
」
身
分
に
た
い
し
正
倒
的
比
重
に
お
い
て
賦
課
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
ゐ
。
例
え
ば
、
さ

き
に
チ
チ
ェ
ス
タ

I
僧
上
領
下
の
サ
セ

γ

ク
ス
・
マ
ナ
ー
に
お
け
る
運
搬
賦
伎
に
つ
い
て
若
干
の
史
料
を
提
供
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
ら

の
所
領
に
つ
い
て
残
さ
れ
た
十
三
の

A
n
g
Z
H
E
-
V
の
分
析
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
導
き
え
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
十
四
世
紀
後
半
に
作
成
さ
れ

た
ニ
つ
の
場
合
を
除
外
す
ゐ
が
(
ロ

EBm州
市
考
古
同
一
日
ωmuw
盟
百
岳
山

E
一
H
U吋

ω
l
品)、

フ
リ
!
・
ホ

i
ル
ダ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

運
搬
賦
役
は
全
く
見
出
す
こ
と
が
で
、
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
「
コ
ッ
タ

i
」

(
g
R号
)
等
の
下
層
農
民
に
運
搬
賦
役
の
課
せ
ら
れ
た
規
定



は
、
こ
れ
ら
十
一
の
マ
ナ
ー
の
う
ち
の
約
半
数
の
五
つ

(
n
m
w
o
F
ω
E
w
m
o
H
Bア
〉
BσOHHOMご

可円。田仲
Oロ
w
∞
窃
HH。
HMm件。ロ
O
)
に
み
戸
り

れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
そ
の
内
容
も
「
ヤ

i
ド
ラ
ン
ダ
i
」
な
虫
色
m
D
a
o
S
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
極
め
て
簡
単
な
も
の
が
多
く
、

そ
の
大
半
は
マ
ナ
!
内
部
に
関
す
る
も
の
で

木
材
・
肥
料
の
運
搬
、

収
種
物
の
穀
倉
へ
の
搬
入
等
々
で
あ
る
。

外
部
へ
の
運
搬
の
規

定
、
と
く
に
市
場
へ
の
運
搬
を
規
定
す
る
一
言
葉
は
、
シ
ェ
リ
l
・
ア
ム
パ
ァ
リ
l
・
ブ
レ
ス
ト
ン
の
三
つ
の

A
2田
宮
自
己

V
で
の
み
発

見
寄
れ
る
に
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、

「
ャ
l
ド
ラ
ン
ド
」
ま
た
は
「
半
・
ヤ
ー
ド
ラ
ン
ド
」
を
保
有
す
る
ゲ
ィ
レ
イ
ン
層
・
に
課
ゼ

の
り

ら
れ
た
運
搬
賦
役
規
定
は
非
常
に
豊
宿
で
あ
り
、
一
つ
の
例
外
が
除
く
す
べ
て
の
マ
ナ
ー
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
そ
の
種
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

賦
成
が
A

ハヴ。。
HHdgHWWv
と
し
て
で
は
な
く
、
「
週
賦
役
」
乃
里
は
そ
れ
へ
の
控
除
分
た
る
性
格
を
と
っ
て
い
る
ζ

と
も
逸
す
べ
き
で
は

p
h

、。

φ
'川、，

νま
た
回
を
転
じ
て
ラ
ム
ゼ
イ
修
道
院
管
下
の
多
く
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
一
不
さ
、
れ
る
事
例
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、

乙
こ
で
も
は
ぽ
同
様
な

事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
所
領
で
は
「
週
賦
役
」
と
さ
れ
る
ニ
種
の
運
搬
賦
伎
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
短
距
離

運
搬
で
、
水
車
や
近
在
の
市
場
を
目
的
地
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
長
距
離
運
撤

!l'殆
ん
ど
の

A
何

M
g
E
V
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ー
ー

が
そ
の
第
二
の
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
目
的
地
は
勿
論
遠
隔
の
大
市
場
で
あ
る
。
こ
の
負
担
者
の
圧
倒
的
部
分
は
ず
ィ
レ
イ
ン
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
授
ら
は
短
距
離
心
場
合
に
は
単
独
で
自
己
の
車
や
役
畜
を
利
用
し
て
こ
れ
に
参
じ
た
の
で
あ
る
が
、
長
距
離
運
搬
の
際

、
、
、

に
は
し
ば
し
ば
彼
ら
が
数
名
の
ヴ
ィ
レ
イ
ン
と
共
同
し
て
こ
の
賦
役
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば

JPラ
ウ
ト

ン
∞

E
C
m
z
oロ
(
出
口
同
凶
作
曲
・
)
で
は
六
人
の
ヴ
ィ
レ
イ
ン
が
一
隊
を
組
織
し
て
ロ
ン
ド
ン
ま
で
運
搬
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

ク
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
ゎ
B
匂ロ
m
o
E
(
∞
O仏
却
し
ゃ
サ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
H
d
o円
m
o
E
(
同
巾
円
宮
・
)
で
は
時
に
全
ヴ
ィ
レ
イ
ン
が
同
時
に
ロ
ン
ド

ン
や
ラ
ム
ゼ
イ
ま
で
運
披
賦
役
を
行
っ
て
い
仇
o

他
方
、

コ
ッ
タ
!
等
の
小
土
地
保
有
農
民
へ
の
賦
課
例
も
見
出
さ
れ
る
。
彼
ら
の
場
合

い
わ
ゆ
る
『
長
感
期
』
に
み
る
イ
ギ
り
ユ
・
7

ナ

l
の
流
通
機
構

七



い
わ
ゆ
る
「
最
時
期
』
に
み
Z
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

七

に
は
通
常
『
背
中
に
担
っ
て
』
(
田
口
一
宮

H
a
2
2
5
)
行
な
う
よ
う
な
小
規
模
の
運
搬
が
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
二
つ
の
教
会
所
領
の
史
料
は
い
づ
れ
も
自
由
農
民
層
へ
の
賦
課
例
を
示
さ
な
い
が
、
自
由
農
民
に
よ
っ
て
運
搬
賦
役
の
行
な
わ

れ
る
事
例
も
例
外
的
に
は
若
干
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

総
じ
て
運
鍛
賦
役
の
主
体
が
支
配
的
に
ヴ
ィ
レ
イ
ン
階
層
に
見
出
レ
う
る
一
事
情
は
賦
役
労
働
の
基
本
的
性
格
を
反
映
す
る
も
の
で
あ

り、

ζ

の
点
他
の
宜
営
地
生
産
に
充
用
さ
れ
る
種
類
の
賦
役
と
何
ら
選
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
。

ま
れ
人
豊
富
に
律
在
す
る
自
由
農
民
二

5
2山

n
h
U
 

Z
B
Z
B
)
・
貨
幣
支
払
農
民

(
n
8
2
2
8
を
大
き
く
包
摂
し
え
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
農
奴
制
に
個
有
な
脆
弱
性
は
こ
こ
に
も
一
倣
レ
難

く
一
不
さ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

(

9

)

乙
の
問
題
に
関
し
て
は
吉
田
。

m
E門
目
。
戸
出
口
色
目
白
ぬ
ク
回
以
Y

M
呂
田

2
・
の
簡
潔
な
記
述
を
み
よ
。
そ
の
他

Z
・
ω・∞・
0
5
p
o
H
y
n伊丹・

切-∞・

(
日
〉
乙
ζ

で
例
外
と
さ
れ
る
マ
ナ
ー
は
サ
セ
ザ
ク
ス
の
ラ
ザ
カ
ム
阿
川
河
川
町
S
H
で
あ
る
。
と
の
マ
ナ
ー
は
極
め
て
小
規
模
な
も
の
で
、
乙
の
マ
ナ

ー
の
絵
地
代
収
入
は
僅
か
げ
い
こ
六
士
山
、
ほ
か
に
四
羽
の
驚
鳥
、
五
羽
の
牝
鶏
、
五
O
ケt
の
卵
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

A
n
g
E
B回目
V

に
記
載
さ
れ

た
農
民
十
二
人
の
う
ち
二

O
エ
イ
カ
l
b」
保
有
す
る
者
一
名
、
半
ヤ
1

ド
ラ
ン
ダ

i
一
名
、
他
は
二
、
=
一
エ
イ
カ
ー
を
保
有
す
る
の
み
で
あ
る
。
運

搬
賦
役
の
規
定
は
み
ら
れ
な
い

(
F
n
E回日

(E-ua
毛
-
n
x・
3
・
詮
1
2
)
0

(
U
)
ζ

の
段
、
司
mnrr田口
f
o
H
V
・

巳

昨

・

・

(刊己

2
0日】
mop

ヨ
g
c
g
o内
初
回
目
認
可
〉

σ官
u
J
H
y
g
-

(
お
)
日
σ日仏
-MU・

s-
な
お
グ
ィ
レ
イ
ン
に
よ
る
運
搬
賦
役
の
共
同
形
態
は
そ
の
他
に
あ
若
干
の
仰
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
三
一
九
年
、
エ
リ
l

修
道
院
下
の
ウ
ィ
ス
ベ
ザ
ク
・
マ
ナ
1

巧
お
σ
R
Y
(わ
回
目
ヴ
出
し
で
は
十
四
人
以
内
の
人
々
が
舟
を
利
用
し
て
ボ
ス
ト
ン
や
リ
ン
ド
司
自

(
Z
R
営
再
〉

Z

イ
ル

に
赴
き
、
麦
酒
等
の
商
品
の
販
売
に
従
っ
た
(
窓
口
H2・
3
・
n
F
-
u
・
窓
口
・
〉
。

(

M

)

こ
の
段
、

Z
内向日明。
P
。
H
y
n
x・
3
v
・
ω吋

118・

〈
お
〉
冨
山
口
市
FOHU-nx-MY
忠
一
]
・
出

-HNSH己
aHり
2
E日間同ぷ州日間ロ門
YHUCmy
ヨ】
-
U
M
I
g
-



(
叫
山
)
こ
の
問
題
に
た
い
す
る
秀
れ
た
展
望
は
、
問
問
民
前
掲
論
文
料
、
特
に
六
三
頁
以
下
に
与
え
ら
れ
て
い
ゐ
。
ま
た
必
ず
し
も
同
意
見
と
斗
い

え
な
い
が
、
秦
玄
竜
教
授
の
前
掲
害
箔
一
章
も
同
時
に
参
照
の
こ
と
。
後
者
の
論
稿
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
る
機
会
を
得
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
し

て
お
く
。

以
上
に
よ
り
わ
れ
わ
れ
は
運
搬
賦
役
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
ぼ
そ
の
大
綱
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

こ
の
種
の
賦
役
に
つ
い
て
の
記
録

が
巨
大
所
領
に
お
け
る
「
封
建
的
反
動
一
の
進
行
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
増
加
し
て
い
る
事
実
を
最
後
に
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。
運
制
限
賦
役

を
規
定
す
る
最
も
古
い
史
料
は
「
ド
ゥ
ム
ズ
デ
イ
」
以
前
に
遡
っ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
こ
と
は
事
実
で
め
が
。
し
か
し

そ
れ
は
若
干
の
修
道
院
領
に
つ
い
て
提
供
き
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
史
料
は
十
二
世
紀
に
入
る
と
と
も
に
次
第
に
増
加
し
、
十
三

世
紀
に
は
今
日
閲
読
し
う
る
殆
ん
ど
の
マ
ナ

l
内
部
の
史
料
じ
お
い
て
始
め
て
豊
富
に
現
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
と
と
か

ら
も
運
搬
賦
役
が
直
営
地
生
産
物
の
商
品
化
と
い
う
所
領
経
済
の
要
請
に
即
し
て
徴
集
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
読
み
と
り
う
る
で
あ

ろトコ。(
U
〉
ド
ウ
ム
ズ
デ
イ
以
前
の
還
般
賦
役
場
』
規
定
す
る
更
料
と
し
て
A
開
q
F
A
C町田仲
v
b
」
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
o

他
方
ヨ

i
ク
シ
ャ
ー
に
つ
い
て

一
O
コ一
C
年
に
作
成
さ
れ
た

A
2
2巾
吋

V

に
は
運
搬
賦
役
に
関
す
る
規
定
は
な
い
Q

な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ロ
o
m
g品
。
戸
〈
邑
曲
目
白
出
-
m
o
E

開
口
問
日
由
主
-
H
M
-
N
S
ロ
・
一
の

g
p
c
o
E
宮
肉
付
開
?
?
∞
・
者

-z・2
2
2
8
P
J『
2
r
m
E
B
ω
ロ
コ
弓
即
日
開
ロ
白
日
目
各
自
己

awp-

河
m
d日
2
5
凶
凶
ぐ
ロ
マ
]
V
℃

-
H
l
N印
・
叩
仲
ロ
・
等
を
み
よ
。

ハ四〉

Z-ω
・∞・の吋世田・
C
M
V

・
門
戸
】
V
H
Y

∞
!
?
N
N
1
E
-

か
く
て
わ
れ
わ
れ
が
道
般
賦
役
の
諸
々
の
側
面
を
検
討
す
る
と
る
何
よ
り
も
明
か
な
こ
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
そ
の
本
質
に
お
い
て
封
建

地
代
の
最
も
粗
暴
な
形
態
た
る
労
働
地
代
た
る
の
み
で
あ
り
、
労
働
地
代
の
も
つ
凡
ゆ
る
規
定
性
の
全
面
的
妥
当
の
事
実
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
議
盛
期
」
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
沼
地
機
構

七



い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

七
四

回

運
搬
賦
役
と
「
反
動
期
L

の
所
領
経
済

こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
若
干
の
巨
大
所
領
!
ー
と
く
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
南
部
の
教
会
領
1

1

に
つ
い
て
示
さ
れ
た
運
撤
賦
役
の
荏
在

形
態
を
検
討
し
概
略
そ
の
実
態
を
明
か
に
し
て
き
だ
が
、
と
こ
で
さ
ら
に
具
体
的
な
事
例
に
照
応
せ
し
め
つ
つ
、
二
三
の
問
題
点
を
指
摘

し

「
反
動
期
」

に
お
け
る
マ
ナ
i
体
制
が
示
す
特
徴
的
な
再
生
産
構
造
の
う
ち
に
運
搬
賦
役
の
果
す
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
機
能
に
つ
い
て

論
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

、I
J

、
、
、
、
、

ト
さ
き
に
マ
ナ
!
外
部
へ
の
運
搬
賦
役
に
つ
い
て
触
れ
た
際
に
、
そ
の
一
形
態
と
し
て
か
か
る
運
搬
労
働
が
し
ば
し
ば
マ
ナ
l
相
互

間
に
お
い
て
営
ま
れ
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
こ
の
種
の
運
搬
賦
役
の
果
す
重
要
な
機
能
に
つ
い
て
語
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

従
来
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
に
関
し
て
記
る
さ
れ
た
幾
つ
か
の
教
科
書
的
叙
述
は
マ
ナ
ー
を
一
村
落
を
基
礎
と
す
る
独
立
し
た
再
生
産
単
位

と
し
て
説
明
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
か
の
別
・
ア
シ
ュ
レ
!
は
『
経
済
的
観
点
か
ち
す
れ
ば
、
マ
ナ
!
の
基
本
的
特
質
は
そ
の
島
給
九
日

足
性
で
あ
り
、
そ
の
社
会
的
独
立
性
で
あ
る
』
と
説
い
て
お
り
、
ま
た
チ
ャ

i
ル
ス
・

M
・
ア
ン
ド
ル
ゥ
ズ

。
開
岡
山
吋
】

g
冨

nFgロ
〉
H
H

・

内
凶
円
。
当
日
も
十
三
世
紀
の
マ
ナ
1
体
制
と
十
乃
至
十
一
世
紀
の
サ
ク
ソ
ン
・

マ
ナ
ー
を
対
比
し
つ
つ
両
者
の
聞
に
は
本
質
的
差
異
は
見
出

『
そ
こ
に
は
同
様
な
マ
ナ
l
生
活
の
自
己
完
結
性
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
経
済
的
な
自
立

性
と
孤
立
性
、
領
主
と
土
地
保
有
農
混
と
の
聞
に
横
た
わ
る
同
じ
ま
た
は
殆
ん
ど
同
じ
関
係
が
あ
り
、
ま
た
若
干
の
特
殊
な
例
外
を
除
け

ば
、
土
地
占
取
の
同
様
な
体
系
が
あ
る
』
。
と
。

し
え
な
い
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
る
し
て
い
る
。

，
し
か
し
マ
ナ
ー
を
経
済
的
「
小
宇
宙
」
と
み
な
す
見
解
に
た
い
し
て
は
、
既
に
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
フ
が
対
立
的
に
マ
ナ
!
の
集
団
的
運
営



を
ノJて
す
諸
事
例
を
提
ノI三

レ
て
し、

る
カヨ 3)

グ
ラ
7

ス
も
ま
た
イ
ギ
リ
ス
所
領
経
済
の
一
般
的
形
態
を
マ
ナ

i
集
団
の
組
織
物
運
営
に
求
め

『
ア
ン
グ
ロ
・
サ
汐
ソ
ン
初
期
を
除
け
ば
、
孤
立
的
な
マ
ナ

l
は
一
般
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
例
外
的
な
存
在
で
あ
弘
』
と
す
る
見
解

を
明
か
に
し
て
い
る
。

事
実
、
わ
れ
わ
れ
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
南
部
に
お
け
る
巨
大
所
領
が
極
め
て
広
範
囲
に
一
旦
っ
て
分
散
し
た
直
営
マ
ナ
ー
を
所
有
し
、
そ

れ
ら
を
め
る
程
度
ま
で
組
識
化
さ
れ
た
集
団
と
し
て
領
主
の
統
一
牲
あ
ゐ
管
理
の
も
と
に
お
い
て
い
る
呉
体
例
の
銭
っ
か
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

フ
ラ
ン
ス
系
の
外
国
修
道
院
(
凶
日
目
白
ロ
有
印
。
ミ
)
た
る
ベ
ッ
ク
修
道
院
が
東
市
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
所
有
す
る
野
し
い
マ
ナ
ー
は
、

フ
ァ

l
ク
か
ら
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ

i
に
及
ぶ
広
大
な
領
域
に
散
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ち
は
、
少
く
と
も
十
三
世
記
の
中
期
に
は
七

、J

つ
の
集
問
に
統
括
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

3
3
ら
に
そ
の
集
団
の
一
っ
た
る
オ
ク
パ

l
ン
の
ベ
イ
リ
フ
管
区
ず
民
民
宅
片
付
え
。
ぬ
ヴ
。
E
は
お

ノ

は
二
四
の
直
営
マ
ナ
ー
を
包
含
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
同
一
ベ
イ
リ
フ
の
管
理
下
に
立
つ
マ
ナ
!
群
す
ら
一
州
に
四
ヵ
所
以
上
存
在
し

な
い
程
の
極
端
な
分
散
皮
を
一
不
し
、
東
は
ノ

l
フ
7
1
ク
の
レ
シ
ン
ガ
ム
ピ
w
問即日ロ

m
E旨
か
ら
始
ま
り
西
は
デ
ヴ
4
4

ン
シ
ャ

l
り
0
4
。
守

島
町
ぬ
の
ク
リ
ス
ト
ウ
(
U
F

ユ
叫
宮
司
に
及
び
、

北
は
リ
ン
カ
ン
シ
ャ

i
F
E。。-ロ∞
E
R刊
の
ハ
イ
カ
ム

出可
w
o
H
H
m
F
S
の
マ
ナ
ー
に
始

。。

ホ

l
ウ
出
。
。
。
に
い
た
る
中
聞
の
地
時
に
点
在
し
て
い
る
。

ま
っ
て
市
岸
の
サ
セ
ッ
ク
ス
・
マ
ナ
ー
た
る
ブ
レ
ス
ト
ン
、

ま
た
著
名
な
ラ
ム
ゼ
イ
修
道
院
の
マ
ナ
ー
に
関
し
て
も
一
事
情
は
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
八
ワ
。

s
g倉
山
可
回
。
。
恒
久
V

の
語
る
と

こ
ゐ
に
よ
れ
ば
、

修
道
院
に
所
属
す
る
マ
ナ
ー
は
ハ
ン
テ
イ
ン
ド
ン
シ
ャ
!

出
口
由
民
口
問
色
。
ロ
田

E
円
。
に
二
四
、

ケ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
シ
ャ
!

に
十
三
、

ハ
ー
ト
フ
ァ

i
ド
シ
山

i
出。司
R
C
H弘前
WHH可
。
に
一
、

サ
フ
ォ
ー
ク

ωロ
内
向
。
日
付
に
ふ
也
一
、

ベ
ド
フ

7
1
ド
シ
ャ

i
切
。
除
。
注
目
冨
円
。

九

ノ
l
サ
ム
プ
ト
ン
シ
ャ

1
2
0耳
目
以
ロ
ヨ
事
。
口
出

E
円
。
に
七
、
リ
ン
カ
ン
シ

h
l
に
三
、

ノ
!
フ
ァ

l
ク
に
は
一

O
の
村
落
に
そ
れ

い
わ
ゆ
る
「
最
照
期
』
に
み
ろ
イ
ギ
ワ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

七
五



;' COUNTY. HUNDRED. VILL TENANT. 

Two hundreds of S hides IS%氾SVSvIri5gr4宮avaLヒitre也冨o.teCetriz 3 hides 
Ely 2 hides 

Wisbech 8 fishers 
3自shers
6百shers
'2 fishers 

Hertford I Odesei Fnrreuuelde 10hides l viwr宮uahEe s 

Bufrolk aFFdlaeicbbhuetnrhntazs田a oca 
Lawesselam 8 carucates with soke 

Bedfmd I R Craufelle 10 hides 
_ I Flic Bertone 11 hides 

Pechesdene 10 hides 
Ber邑ford Wiboldestune Abbot，of Ro.皿sey

6hides aF14v3v古rivgrgi叫ragetaes teS 
EHB1lu1edgao o rdDdue asFB，isefoeln er aorf np Gisle-

TZA伽i立WfhE町官国、deZF1m‘EF'同d。2tqaE酬必AR調5出dab。盟21nnga問gg剛1tMf L Ut首er 
2 hides y. virgo.te 

|…山 Bereford 

9hides 5l%vvirigrgaate teS 

5 hides 
3 hides 

Clistone Clistune 1 hide 
3hides y. virgate 
62Fh dhides 
ides 
1 hide 

Sethlindone 
Abb040f wRRaaemnstHmseeIE y R 

18仕%30/6hhhh1iddiiddeees eg s Holewelle Abbotof 
Abbo色ofWestminster 

Standon AbboもoRfaRdauElf sev aaIe-
Wife of 
bois 2Y. hide~ 

Nortbamp-
ton NortEhaamla pton Abbosof RRRaaam紅m1s8seeeyy v 

1 house 
Wilibroc Abbot of 1 Y. virgates 

Luditune Abbot of Ro.m8ey 
発13i4hhhiiddide e es Adelintune AbboもofRaBmursz ey 

S. Peter of 

l'ochebroc Hemintone Abbot of Ram~ey 26Y h hides 
Hochela， Bcrncwel1 et Abbot of Ramsey ides 

Dodintune 
KAbinb宵ot of Ramsey 

。hidei宅1virgate 
Wimcrlev B1Vr icetone 3 hide8 

rachefeld Abbotof Ra阻 sey 1house beIOEwZiitnI1 g to 
Wi cetone with 5 
acrcs 

Judith Soke of y. acre 
.Judith 3rirrggaattees s 

Lincoln Corninctune A BiibssbhhOooLp p Ooof f f RLBa1a111y31CesOe11IE 1n 鬼

Jranwelle BAIbSbhoo七poof f Ramaseny d 
Gislebert de G 

Tricbil1gham Abbob of RamGasen7 d 
Gisl~bert de 

、 Col引vain 14bov aannA d ffrraaeet t1021 
Bishop of Durham [> bov. and fraction 
Odo JO 'bov， and fractlon 
Vliuet 5 bov. and fraction 

Norfolk Clachelose Hidlingheia Abbot ofRamsey コcar
Wi1liam de Warenne 2~ acres 
Inv8f'. Hermeti 6 acres 

Winebotsham Abbot of Ro.msel' 2 car. 
William de IV町 enne 71%rceae r-
1nva8. Her皿erl men in 'V. a~'Hi 

Sto可(>. Hertn'er hau 
com田enuation antl 
half soke. 

Snora Abbot of Ramsey 72 car. 

AbboもofRamscy A smal1 holding Phorho.m 
Utevelle 

1 car. 1 fishery Fredebnrga Wo.lsoca Abbot of Ramsey 
Dochillgo. Brollcestra Abbot of Eo.mcc>y 
Smethdulle Rinctecle Abbot of RamsDV 2 car. 
Brodecros Bruneham Abbot of Ramsey A smo.ll holdi 出oug~ RogerBig立

ro 

い
わ
ゆ
る

「
最
感
期
』

に
み
る
イ
ギ
リ
ス

7

ナ
ー
の
流
通
機
構

七
~­
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. 'COUNTY. HUNDRED. VILL TE:S-A古T TENEl¥IENT. 

'lIuutingdon Hirstingston Bl山amlAbbot山msey
%67Fh4liHhddiede s eb Bibsbhoot p oof f REt ly 

8tivecle I Abhot of Ramsey 
Eustacι 1 virgllt6 
Judith 3 hides 

も、 Riptune Abbot of Ramsey 10 hides 

わ
Bl'octune A bbot of Hamscy 4 hidcs 

his sokemen 5 hides 
ゆ ¥i・isto、 Abbot off .Ramsey 9 hides 
る If-aIpl ehude Abbot of Ramsey 10 hides 

Haliewelle Abbot of Ramsey 9 hides 
-司

ESoicetpue ne Abbot of Ram5seev y 
20 hidcs 

最 Abbotof Ram 7 hides 

盛 '''itnne Abbbb ot of ltaxnsey 7 hides 

期
WardcbusC Abbot of Ramsey 10 hides 

T03elund Glwllinge Abbot of Ramsey 5 hides 
Ib. λ1 beric de Ver ;; hides 

!C:: Emin宮eforde Abbot of Ra日開y 18 hides 

み
by Radulf 1 hide 
Eustace 4 hides 

る Alberic de Vcr 11 hides 
イ Radulf 1 hicic 

ギ Aluia pfoE erfm dore Idne ge-Abbot of Ramsey E hides 

リ Abbot of Radomif nCsz elYu 4hides 
ス ArnulfH白

Jbuy d monks nE10hides 
ith I 3 hides 

'" Eustace 

づ Delllnctune Abbotof Ram田y 6 hides 
Delestun Redinge. Abbot of Ramsey 1 hide 

(Leystol1e~tane) A bbot of Ramsey 7 hides 
の William :Engayne 

444%4H 44 hides 
流 Eustac(~ hides 

通
Bicrnc Abbot of Ramse)' ides 
Brcl1iIlctune Abbot of Ramsey 4 hide可

機 Westune Abbot of Ramsey 10 hides 

議 Eustace 

B17s10 m0 MtM川h倒Md叫崎民魁keLde側a投帥包3e%4)veV占紅t拠R海UA錨e CE Elintune λbhot of Ramsey 
Normal1cros Salt1'ede Abbot of Ramsey 

Eustnce 
Judith 
Tallxi RegRis am 7%0 camcate 

Aded 1iinn1t1u11n14 e Abbot of Ramsey hides 
Lodininne Abbot of JIamsey 213h 4hifl目

.'t心V Bron Abhot of Hllmscy idc 
λlan 4 hides 1 Vil'2乳le

(Ilru!1c) Picりtde Grentelll'igo l:3hidc沿
I'ctc r t1e ¥" lllongics 1 hide i.¥ virg，ttcg 

8tov Abbot of Ramsey 2hides 
Alan 

5hides 311%4vViIrrggaa4臼eSS I G1'av山 Harduil1 de Scalers 
Papewo1'd 

Abbot of RRde aammGasseeny y d Elesworde AGibsbleob t of 9hidesI1V611尽rきgaataCe5racres 
ert de % hide les.s 5 acres 

lIa1'duil1 dc Scalers 1 yirgate 

CB134地enheepswewoerdlleel IAbbot of RRa乱m皿 sey 5 hides 
Abbot of R3msey 

%3l1%hh hihdidie de es Alal1 
RGiosbleebrt e Gernoun 

1't de Gal1d 4%ihdiedIes virEa旬
Ha1'duin de Scale四

七 Draitnne ，山t!lfRamsey II virgates 

七 TAelarrna 1 Regzs r1t~á~~ 
A1aZ14B  Fh dhides 

PAGHiibacsbrloedot bt udeoie 
n 
rf t GdRdre 
e 
eanmSGctaseaenb1y erd a

四

ze1hiiddee s 1vi砲ateOure 

JF1i1cdoib sh 
de Grentebrige 

Staplehov 
BurwellelACAebltabrn ioz t of Ra2FT 

Alan 

'Norestov G1'etune 
lACBObsUbrdEouSt iEon tf oRriatοEn KJ 

r'........， 



い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

ぞ
れ
荏
在
し
て
い
る
(
前
掲
の
表
参
照
)
。

七
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右
の
よ
う
な
巨
大
所
領
の
分
散
的
な
直
営
地
経
営
に
つ
い

τは
実
に
移
し
い
事
例
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
心
ノ
〈

と
も
十
一
二
世
紀
の
大
規
模
な
所
領
乃
至
中
規
模
の
そ
れ
に
お
け
る
支
障
的
な
画
営
地
構
造
は
、
ま
さ
し
く
グ
ラ
ァ
ス
等
の
主
張
す
る
と
と

く
、
広
範
な
分
散
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

(

1

)

〉
mvruご

C
H
Y
n芹・日・

MYωω
・

(
2
)

の
-
g
-
K
F
E
5
4司
夕
、
自
由
。
広
何
回
開
日
目
前
V

呂
田
口
。
同
日
〉

ω
E円
守
山
口
開
口
問
ロ
喜
悶
2
5
3
日
ロ
呂
田
件
。
ミ
・
同
・
出
3
E
E
Cロぞ・

ω
Z
F・山口

出
山
田
?
凡
F
M
M
0
5
・
ωnFEw-MNH片片山〈。日ロ
B
m
Mロ・

H∞
U
H
-
H
Y
N
8
・

(
3
U
H
M
・〈円ロ
O
ぬ吋白
h

同一C
R
唱肘ロ四日山田宮

ωon日即時回、山口答申

H
H
p
c
m
P
P
M吋可
U

何回明白可
m
w
E
開口問】
H

印Z
V
向。島町〈回目出山田件。ミー
-
H呂
田
・
早
川
・
ωC印
111UNG

(
4
u
z
-∞・

ω・
の
S
F
e
u
-
門広・

MM
・
E-

(
5
)
S
E
-
H
U
H
M
・む

i
ロ
・
な
お
グ
ラ
プ
ス
は
か
か
る
「
伝
統
的
な
見
地
」
は
共
同
体
論
の
深
ま
っ
た
理
解
か
ら
生
ず
る
も
の
と
し
て
お
り
『
す
ぺ

て
の
時
代
に
お
い
て
つ
ね
に
門
一
般
的
な
〕
趨
勢
は
孤
立
か
ら
マ
ナ
!
の
相
互
悶
結
合
に
赴
く
も
の
で
あ
る
」
公
U
出・同
y
H
C
)
と
み
て
い
る
。

(
6
〉
冨
・
冨
O円
伯
母
-
毛
-
n
x
・
3
・
M
G
l
N
H
・

(

7

)

日σ広
wHU
・凶∞・

(

8

)

芯
広
-
H
Y
M
N
-
K
示
き
れ
た
地
図
参
照
。

(
9
)
Z
-
Z
2】田
D
F
H
w
n
oロ
。
呂
町
円
。
。
ロ
E
t
o白
m
oロ
仲
町
四
冨
8
0円由

O片
岡
山
由
自
由
喜
〉
σヴ印可・

2
】・ゅ

1
H
U
・

(
叩
)
ζ

の
点
、
ダ
グ
ラ
ス
、
ミ
ラ
i
、
フ
ィ
ン
パ

1
グ
ら
の
個
別
研
究
お
よ
び
同
戸
出
・
出
E
C
F
吋
宮
開
円
。
ロ
。
5
5
ロ
2
己
C
M
M
S
g
H
C内田
O
B四

円相山口
2
8
3
E円
印
刷
丘
町
広
2

Z

S
巾

E
S
h
r
g仲宮内
u
g
g円円四回

H
E吋
・
等
に
明
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
み
よ
。

右
の
事
例
が
一
不
す
よ
う
な
高
度
な
分
散
度
を
示
す
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ

i
の
直
営
地
経
営
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
見
出
し
え
た
事
態
は
、

そ
れ
ら
の
直
営
地
を
も
っ
マ
ナ
ー
が
外
界
か
ら
独
立
し
て
再
主
産
さ
れ
た
と
と
き
事
実
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
直
営
マ
ナ

l
相
互
間
に
運



披
賦
役
を
利
用
し
相
五
に
生
産
財
の
分
配
を
果
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
主
は
多
数
の
洗
散
す
る
直
営
地
を
あ
た
か
も
一
つ
の
統
一
的
な
再

生
産
単
位
で
あ
る
か
の
よ
う
な
関
係
に
編
成
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
与
え
ら
れ
た
幾
つ
か
の
事
例
の
う

ち
に
多
く
の
直
営
地
が
相
互
に
強
い
依
存
性
を
と
り
つ
つ
耕
作
さ
れ
る
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

エ
リ

i
修
道
院
所
領
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
一
つ
の
事
例
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

一
二
五
一
年
こ
の
所
領
に
属
す
る
グ
レ
イ
ト
日
シ
ェ
ル
フ

7
1
ド
の
官
民

ω
F
O席
。
昆

(nmsσ
む
に
つ
い
て
明
か
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
穀
物
の
種
子
が
同
一
所
領
の
マ
ナ
ー
た
る

五
つ
の
マ
ナ
l

【
可
。
ロ
ロ
即
位
。
ロ

(
n
m
gず
-Y

F
R
2
0ぴ
E
3『
(
開
由
国

-
Y
国
m
a
g
B
(
固
め
『

Z
-
Y
回

mwzrmHロ(nmEMU-Y
4
H即日
M
H
0
4司

(
n
m
gぴ・)】

か
ら
運
蹴
賦
役
を
利
用
し
て
集
め
ら
れ
た
。
ま
た
水
車
の
新
設
、
木
柵
の
設
置
等
に
要
す
る
木
材
は
他
の
三
つ
の
マ
ナ
i

円
切

m
U
E・
E
-
F
F
e詳
-oσ
ロ
門
司
・
国
白
血
田
仲
OWO(開
目
白
・
)
】
か
ら
同
様
に
し
て
送
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
家
畜
が
二
つ
の
マ
ナ

l
同
国
m
Z
Z
E
E
-

F
R広
ぬ
の
E
H
H
aぬロ
(nmHHMず
・
〉
】
か
ら
シ
ェ
ル
フ

7
1
ド
に
送
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
逆
に
こ
の
マ
ナ
ー
か
ら
は
種
羊

が
パ
ル
ス
ハ
ム
と
い
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
出
詳
m
o
E
(
凶
作
耳
目
・
〉
へ
、
穀
物
が
パ
ル
ス
ハ
ム
と
フ
弘
ン
H
デ
ィ
ト
ン
へ
そ
れ
ぞ
れ
農
民
の
手

で
運
ば
れ
て
い
る
。

運
搬
賦
役
の
果
す
右
の
役
割
は
さ
ら
に
飼
料
・
燃
料
等
に
つ
い
て
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
事
例
が
明
瞭
に
物
語

る
よ
う
に
少
く
と
も
十
三
世
紀
の
マ
ナ
ー
は
相
互
補
足
的
な
有
機
的
体
系
を
構
成
す
べ
く
組
織
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か

る
直
営
地
集
団
を
基
礎
と
し
て
、

販
売
を
目
的
と
す
る
直
営
地
生
産
物
が
《
聞
H
O
B
O
S
E
H
O『
V
に
お
い
て
大
量
に
集
積
さ
れ
た
こ
と
も

同
時
に
看
過
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
修
道
院
管
下
の
マ
ナ
l
群
か
ら
各
様
め
生
産
物
が
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
市
に
お

け
る
ウ
ル
ヴ
ゼ
イ
当
。

-
4
g
q
の
貯
蔵
所
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で
開
催
さ
れ
た
大
市
場
で
の
販
売
に
備
え
ら
れ
だ
事
実
は
そ
の
好
箇
の
事

例
で
あ
る
が
Y

同
様
な
事
態
は
ま
た
タ
ヴ
ィ
ス
ト
ッ
ク
修
道
院
、
ラ
ム
ゼ
イ
修
道
院
の
所
領
に
つ
い
て
も
指
摘
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
刷
。

い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

七
九



い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
!
の
流
通
機
総

l¥. 
o 

官
民
営
地
群
の
組
織
的
運
営
・
経
済
的
中
心
へ
の
大
量
の
生
産
物
集
中
|
!
こ
れ
ら
は
当
該
巨
大
所
領
を
あ
る
程
度
ま
で
組
織
化
さ
れ
た

「
商
品
生
産
」
の
体
系
と
し
て
再
編
成
す
る
た
め
の
基
礎
条
件
で
あ
っ
た
と
い
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
諸
点
件
の
成
熟
を
媒
介

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ミ
ラ

i
は
適
切
に
も
『
直
営
所
領
経
済
の
動
脈
』
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。

す
る
運
搬
賦
役
に
つ
い
て
、

(

U

)

か
く
す
る
こ
と
に
よ
り
他
方
で
は
入
営
。
仏
州
民

5

3丘町
B
V
の
効
果
的
な
利
用
も
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
マ
ナ
1
相
互
間
の
運
搬
賦

役
が
利
用
さ
れ
た
事
実
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
品
目
る
。
例
え
ば
チ
チ
ェ
ス
タ
l
修
道
院
所
領
の
ブ
レ
ス
ト
ン
・
マ
ナ
!
の

A
n
g
g
B包
V

に
は
「
〔
ヴ

ィ
レ
イ
ン
は
〕
ピ
シ
ヨ

γ
プ
の
必
要
に
そ
な
九
何
ら
賦
役
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
パ
ン
・
ブ
ド
ウ
酒
・
麦
酒
・
肉
・
魚
を
切
口

mmZ宮
m
g
p

出
g
p
民
・
司
開
口
百
mwkFHHHぴ
開
門
戸
白
ま
で
還
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
』
(
同
v
s
r
v
S
H
(冊
子
〉
地
。
。
・
n
F
H
V
・
∞
巴
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
玄
ロ
Z
F

O
H
M
-
n
F
H
M
H
Y
呂
田
町
白
・
を
み
よ
。

(
ロ
)
冨
ニ

-q・
8
・
n広
・
り
・
∞
合
・

(
臼
)
可
刊
n
w
何
回
国
自
(
旦
・
)
-
O
H
M
-
n
x
・
巳
n
・

(
M
)
Z
・ω・回・の
H
8・
R
U
O
B

玄白『
ra--v・叫

u
z
h
-
H
W
-
h
w
肘
・
。
・
。
s
p
k
r
p
刷
出
国
ロ
岳
ヨ
ロ
回
出
血
・
回
以
v・
g
-
E
-

(
日
〉
タ
グ
ィ
ス
ト
γ
ク
の
所
領
た
る
デ
グ
オ
ン
シ
ャ

l
の
各
マ
ナ
ー
の
農
民
は
肉
・
塩
・
魚
・
穀
物
・
ブ
ド
ウ
酒
等
々
を
タ
ヴ
ィ
ス
ト
ザ
ク
ま
で

運
搬
す
る
賦
役
を
負
っ
て
い
た
(
ヨ
ロ

Z
G
W
。
匂
-
n
F
H
V
H
Y
∞
N
i∞
ω
)
。
ま
た
ラ
ム
ゼ
イ
の
所
領
で
に
近
距
離
運
搬
の
目
的
地
と
し
て
最
も
頻
繁
に

現
わ
れ
る
地
名
は
ラ
ユ
ゼ
イ
自
身
で
あ
っ
た
(
Z包
Z
o
p
o
u
-
n
F
H
Y
ω
∞
)
。
エ
リ
!
修
道
院
所
領
の
フ
ェ
ン
H
デ
ィ
ト
ン
(
の
但
Bσ
・
)
は
ま
た

ケ
ム
ブ
リ
y
ヂ
シ
ャ

l
・
マ
ナ
l
群
の
生
産
物
の
た
め
の
集
積
地
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
シ
ェ
ル
フ

7
1
ド
の
農
奴
は
殆
ん
ど
毎
年
穀
物
を
そ
と
に
搬

入
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
が
、
あ
る
場
合
に
は
彼
ら
は
パ
ル
ス
ハ
ム
の
羊
毛
や
穀
物
さ
え
も
フ
ェ
ン
H
デ
ィ
ト
ン
へ
運
ぶ
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
て
い

る
(
F
B
Z
2
J
O
H
M
-
n
比
・
H
Y
∞
∞
ロ
)
。

(
v
m
)

冨
呂
町

F
8・
n
日
目
・
H
Y
望
・
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
開
・
可
C
4
4
m
H
U

吋
宮
巧
0
0
目
、
同
門
包
白
山
口
関
口
関
口
明
伊
豆
色
町
4
国
】
呂
田
件
。
ミ
-
H
E
Y
-
v℃
-

N

品
1
目
立
口
・
の
叙
述
参
看
。
な
お
マ
ナ
l
栢
互
閤
に
お
け
る
逮
扱
賦
役
の
効
果
的
な
利
用
の
み
が
賛
ら
す
結
果
と
は
に
わ
か
に
断
定
し
難
い
が
、

次
の
事
実
が
こ
の
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
先
に
挙
げ
た
ベ
ザ
ク
修
道
院
領
に
つ
い
て
明
か
に
さ
れ
た
と

ζ

ろ
に
よ
れ
ば
、
・
と
り
わ
け
賦
役
制
的
諸
関
係
の
現
実
の
様
相
は
地
方
的
な
諸
条
件
よ
り
も
む
し
ろ
領
主
の
管
理
政
策
の
如
何
に
よ
っ
て
一
一
層
強
く

条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
賦
役
の
徴
集
方
法
と
そ
の
強
度
に
つ
い
て
は
、
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ

l
の
才
グ
パ

1
ン
・
マ
ナ
ー
に
見
出
さ
れ
る
事
情
は
、



近
在
の
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
所
領
た
る
マ
ナ
ー
よ
り
は
却
っ
て
遠
〈
二
O
阻
以
上
も
離
れ
た
同
じ
ベ
ザ
ク
の
マ
ナ
i
の
場
合
と
酷
似
し
て
い
る
等
の
事

実
を
み
よ
(
宮
貨
問
問
P
名・

n
F
E
-
∞
H
l
∞凶)。

斗
十
三
世
紀
の
巨
大
所
領
に
お
け
る
直
営
地
生
産
物
の
貨
幣
へ
の
実
現
過
程
は
何
よ
り
も
市
場
を
指
向
す
る
運
搬
賦
役
の
利
用
に
よ

r
L
 

っ
て
基
本
的
に
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
Q

ま
ず
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
注
視
せ
ね
ば
な
ら
ね
点
は
マ
ナ

i
和
b
酌
に
お
け
る
運
搬
賦
役
わ
ら
こ
の
目
的
に
資
し
た
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
マ
ナ

l
相
互
間
に
お
け
る
運
搬
賦
役
の
利
用
行
程
は
前
段
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
一
方
で
は
佳
産
手
段
の
分
配
を
媒
介
し
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
史
料
の
上
で
は
し
ば
し
ば
弁
別
し
難
い
と
は
い
え
、
な
お
そ
れ
が
同
時
に
生
産
物
販
売
と
い
う
課
題
の
も
と
に
利
用
さ

れ
た
若
干
の
事
例
を
探
り
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

幾
つ
か
の
個
別
研
究
の
明
か
に
し
え
た
と
こ
ろ
に
依
拠
す
れ
ば
、
直
営
地
生
産
物
の
あ
る
部
分
は
所
与
の
所
領
を
構
成
す
る
直
営
マ
ナ

ー
に
近
接
し
て
存
在
す
る
中
・
小
の
局
地
的
市
場
に
お
い
て
販
売
さ
れ
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
ノ

l
フ
7

l
ク

の
フ
ォ

i
ン
セ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
で
は
生
産
物
の
あ
る
も
の
ド
、

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
∞
同
時
間
足
。
ロ

(
Z
O
H同
・
)
、

ア
ス
ラ
ク
ト
ン

kr由目白の件。ロ

(
Z品
川
崎
・
)
等
々
の
村
落
で
開
催
さ
れ
る
年
期
ま
た
は
半
年
期
の
「
歳
市
」
〔

EFH〕
ま
た
は
「
週
市
」
(
認
め
品
目
可
思
仰
可
W
E
)

に
搬
入
さ

れ
た
G

ベ
ッ
ク
所
領
の
マ
ナ

l
、

コ
ウ
ム
ロ
。
ヨ
ヴ
ぬ
(
国
間
丘
団
・
)
の
へ

m
R
2
2
円。ロ∞
V
は
こ
の
マ
ナ
!
の
穀
物
が
近
在
の
地
万
市
場

ア
ン
ド
ゥ
ヴ
ァ

〉ロ
a
o」
お
『
(
民
自
民
国
・
)
と
ニ
ュ
ウ
ベ
リ

Z
o
t司
ヴ
ロ
可
刷
、
(
切
の
可
}
内
田
・
)
に
、
そ
し
て
オ
グ
パ

l
ン
・
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ウ

。MHσcロ
門
口
ぬ
砕
〉
口
弘
司
め
ゼ
『
(
巧
山
日
仲
田
・
)
の
史
料
は
同
様
に
そ
の
穀
物
が
マ

i
ル
パ
ラ
I
冨
号
H
C
O
B己
ぬ
伊
(
当
口
広
・
)
や
ニ
ュ
ウ
べ
り
で

、ノny 

販
売
さ
れ
た
事
実
を
明
示
し
て
い
る
J

ま
た
エ
リ
l
修
道
院
領
を
構
成
す
る
マ
ナ

l
軒
は
同
時
に
し
ば
し
ば
小
市
場
の
立
拍
で
あ
っ
た
。

い
わ
り
る
「
最
感
知
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
遇
税
構

i¥ 



い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

1¥ 

エ
リ
ー
を
始
め
、
パ
ル
サ
ム
、

A-

ハ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
、

ハ
ド
ス
ト
ッ
ク
等
々
の

シ
ッ
プ
ダ
ム
∞
伊
仙
沼
缶
百
官

(
z
o邑
・
)
、
ゥ
ィ
ス
ペ
ッ
ク
、

ヲ

エ

ヲ

マ

'
h
q
ヲ
ト

村
落
に
は
エ
リ
!
の
司
教
が
開
催
権
を
有
す
る
歳
市
や
週
市
い
か
存
在
し
た
。
そ
し
て
一
二
五
一
年
ダ
ウ
ン
ハ
ム
ロ
。
当
ロ
冨
詰

((Umgぴ・》

の
穀
物
は
販
売
の
た
め
エ
リ
!
の
市
場
ま
で
運
搬
さ
れ
た
事
例
が
見
ら
れ
た
し
、
ウ
ィ
ス
ペ
ッ
ク
の
パ

1
ト
ン
・
マ
ナ
!
の
羊
毛
も
エ
り

ー
で
販
売
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
。
ま
た
ウ
ィ
ス
ペ
ッ
ク
自
体
フ
ュ
ン

H
デ
ィ
ッ
ト
ン
と
と
も
に
一
つ
の
ロ
ー
カ
ル
な
穀
物
市
場
と

し
て
可
成
り
多
量
の
商
品
を
吸
収
し
て
い
た
の
で
あ
出
。

(

U

)

マ
ナ
!
の
生
産
物
が
運
搬
賦
役
に
よ
っ
て
特
定
の
市
場
に
般
入
さ
れ
販
亮
さ
れ
る
方
法
と
と
も
に
き
ら
に
、
一
つ
の
方
法
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
会
ゐ
。
そ
れ
は
少
数
の
商
人
と
現
金
の
前
貸
に
よ
る
特
約
関
係
A
R
S
V
を
結
び
、
マ
ナ

i
の
生
産
物
を
出
張
し
て
き
た
買
占
商
人
と
く
に
外
国

商
人
に
一
山
積
し
て
直
接
売
り
渡
す
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
殊
に
羊
毛
の
販
売
に
お
い
て
特
徴
的
に
現
わ
れ
る
。
例
え
ば
二
一
五
四
年
レ

ス
タ
l
修
道
院
の
羊
毛
は
二
人
の
商
人
l
l
一
人
は
レ
ス
タ
!
市
の
商
人
、
一
人
は
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
豪
商
パ
ル
デ
イ
切
同
色
の
手
代

!
i
に
売
ら

れ
て
い
る
(
出

5
8・
0】

y
n
F
M
M
・
ミ
・
そ
の
他
、

Z-ω
・∞
-
h
w
H
W
・。・の
S
F
O
H
y
n
F
H
Y
H∞
・
一
言
。
吋
加
国
p
o
H
y
n
F
H
V・
g
-
一司
0
4
『開門
W

8
・
nx-HVMM
・
ぉ

la等
を
参
照
の
こ
と
)
。
な
お
こ
の
場
合
種
羊
の
貸
付
け
等
の
手
段
を
通
じ
て
農
民
の
小
経
営
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
羊
毛
が

領
主
の
手
に
独
占
的
に
吸
収
さ
れ
、
前
記
の
貿
占
商
人
に
売
却
さ
れ
て
い
る
事
実
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
れ
。
と
の
よ
う
な
領
主
に
よ
る
農
民

の
羊
毛
の
一
括
販
売

A
g
r
2
E
V
は
し
ば
じ
は
領
主
と
大
商
人
と
の
契
約
条
項
に
加
え
ら
れ
て
い
る
ハ
司
0
4
4巾

3
8・
n広
-MUHY
広
田
町
内
F
U

出口件。ロ

0
3
・n広・

2
u
・
8
・。叶
1
1
2
)
。

(
叩
国
)
同
)
S
O
D
-
8円件、

OHM-
門
戸
℃
・
出
・
な
お
、
お
そ
く
も
十
四
世
紀
の
初
年
に
は
こ
の
デ
ィ
プ
ウ

a
イ
ド
ロ
若
者
包
ゅ
の
ハ
ン
ド
レ
?
ド
(
面
積
約

五
O
平
方
眼
)
に
あ
る
一
九
の
村
落
の
う
ち
少
く
と
も
五
つ
の
村
落
に
は
週
期
の
市
場
が
在
在
し
た

(
E
C
O
B
F
5・
〉
呂
田
宮
門
司
え

Z
O同時。
F
-

〈

w
S
-
H
g
e
H
只
H∞
山
・
凶
器
w
H
U
G
-
ω
s
u
門
出
口
。
戸
山
口
日
ロ
同
〈
g
-
u
C
H
F
志向仏
-
M
Y
U
2
・)。

(
的
)
冨

2
m
g・
8
・
n
広・

MM
・$・

(
却
)
宮
口
円
四
円
u
O℃
-
n同時
-
U
M
M
・
8
1∞
由
民
十
三
世
紀
は
、
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
局
地
的
な
小
市
場
を
族
住
せ
し
め
た
時
期
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
メ

イ
ト
ラ
ン
ド
は
、
ア
ン
ジ
ュ

i
王
朝
時
代
に
お
い
て
「
パ
ラ
i
」
と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
多
く
の
村
落
か
ら
「
市
場
税
」

(
g
R
W
2
件
。
戸
戸
)
が
徴
集
さ
仏
て
川
い
た
事
実
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
が
往
々
伝
し
℃
近
隣
の
人
々
の
た
め
の
穀
物
の
、
豆
類
の
、
乾
草
の
、
家
畜
の
そ



し
て
豚
の
市
場
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
孟

5
P
U
C
E
g
E可
回

g
w
g品
目
昌
吉
弘
・
M
M

・
5
ω
U
時
O
司
ロ
岳
山
口

g色
切

2
8悶
F
H∞8
・

H
V
-
A
C
)
、
す
で
に
と
の
世
記
が
他
方
で
は
貨
幣
地
代
の
著
し
い
伸
長
を
も
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

ζ

う
し
た
局
地
市
場
が
領
主
的
貨
幣

経
済
よ
り
も
却
っ
て
農
民
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
の
発
展
を
基
盤
と
し
て
成
立
す
ベ
全
性
格
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
ま
た
一
一
一
一
一

O
年

以
降
夕
刊
ソ
ィ
ス
ト
γ
ク
修
道
院
が
つ
ま
つ
ま
と
デ
グ
オ
ン
シ
ャ
!
の
ロ
ー
カ
ル
な
小
市
場
の
市
場
権
を
護
得
し
て
ゆ
く
事
実
が
想
起
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
(
ヨ
ロ
σ由同伊
C
H
Y

門
戸
ヲ
凶
器
た
お

$
5
0
8仏
当
・
。
・
出

gwzmw
り

2
0ロ由民円白
ω
Z品目
8
・-
5日
N
.

時間口山口ぬ司・
N
N
印
に
み
る
デ
ヴ

オ
ン
シ
ャ

l
の
市
場
分
布
凶
参
看
)
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
理
論
究
明
は
、
大
塚
久
雄
「
資
本
主
義
の
形
成
」
(
弘
文
堂
社
会
科
学
諮
座
市
川
、

m
ど

に

展
開
さ
れ
て
い
る
。
な
お

2
・
ω・ω・
0
5
p
o
也
・
門
戸
各
省
一
・
口
u

回目
H
H
o
p
o
H
Y
n
x
・
を
も
参
照
。

-J 
三rt』

る
生
産
物
は
む
し
ろ
し
ば
し
ば
遠
く
隔
っ
た
都
市
に
存
在
す
る
巨
大
市
場
で
、
し
か
も
と
り
わ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
南
岸
に
お
け
る
梅
詰

都
市
乃
至
そ
れ
を
背
誌
と
す
る
商
業
都
市
で
、
販
売
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
的
な
事
実
を
明
瞭
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
泊
の
で
あ
る
。

『
も
し
領
主
が
船
に
た
い
し
て
穀
物
を
売
ら
ん
と
す
る
と
き
は
、
彼
れ
(
ヴ
ィ
レ
イ
ン
)
は
領
主
の
穀
物
を

ω広州。
L
ま
で
車
を
も
っ

て
運
搬
す
べ
き
で
あ
る
。
』
こ
の
一
支
は
チ
テ
ェ
ス
タ
l
修
道
院
の
ブ
レ
ス
ト
ン
・
マ
ナ
!
の

A
g∞
宮
白
色
V
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

商
品
生
産
マ
ナ
ー
が
基
本
的
に
接
触
す
る
市
場
は
有
の
よ
う
な
小
規
模
の
局
地
的
市
場
で
は
な
か
っ
た
Q

大
量
の
賦
役
労
働
に
よ

る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
マ
ナ

i
の
流
通
機
構
の
と
る
基
木
的
様
相
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
チ
チ
ェ
ス
タ
!
の
修
道
院
は
宮
下
の
マ
ナ
!
の
正
産
物
を
運
搬
賦
役
の
利
用
に
よ
り
、
当
時
「
シ
ン
ク
・
ポ
l
卜
」
(
ロ
ロ

0
5

相
品

目
》
吋
件
担
〉
の
一
と
し
て
隆
盛
を
極
め
て
い
た
サ
セ
ッ
ク
ス
の
シ

l
フ
7
1
ド
に
お
い
て
販
売
し
、

自
ら
を
外
国
貿
易
の
生
産
的
基
礎
と
し

て
機
能
せ
し
め
て
い
た
事
実
が
そ
れ
で
あ
る
。

右
の
場
合
は
一
つ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
が
同
様
な
事
態
は
他
の
巨
大
所
領
に
つ
い
て
も
勿
論
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
多
く

の
場
合
に
は
地
万
の
大
市
叫
で
も
婚
し
い
直
営
地
生
産
物
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
と
と
も
併
せ
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
わ
ゆ
る
「
殻
感
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

l¥ 



い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
7

ナ
ー
の
流
通
機
構

l¥ 
四

エ
リ
!
修
道
院
領
の
マ
ナ
ー
に
お
い
て
営
ま
れ
る
生
産
物
販
売
の
様
相
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を
明
瞭
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
マ
ナ
l
外
部
へ
の
運
機
賦
役
に
つ
い
て
規
定
す
る
史
料
が
掲
げ
て
い
る
そ
の
目
的
地
に
は
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
、
セ
ン
ト
H
エ
ド
モ
一
〆
ズ

Jて

リ

ωけ
-
H
W
C
H
H
E
ロ仏田

σロ『可

(ω
口同・)、

ハ
ン
テ
イ
ン
ド
ン
、

ハ
ー
ト
フ
ァ

i
ド
の
名
と
と
も
に

ノ
l
リ
ッ
デ
、

イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ

同町田当山の
H
H
a民
・
)
等
の
東
海
岸
貿
易
の
拠
点
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
所
領
に
所
属
す
る
各
マ
ナ
!
の
《
の

gzs巴
V
が
最

も
頻
繁
に
一
析
す
市
助
名
は
、

ハ
ル
国
ロ
ロ

(J円。
H
W
∞
・
〉
、
ャ

i
マ
ス

J
P
ロH
E
E
H
H
(
2
0
止・)、

ノ
l
ル
ウ
ェ
イ
貿
易
の
有
数
な
拠
品
を
形
成
し
て
い
た
と
と
み
の
リ
ン

F
N
S
(
Z。門戸〉

ボ
ス
ト
ン
も
ま
た
こ
う
し
た
運
搬
賦
役
の
目
的
地
で
あ
り
え
た
の
で
あ
る
じ

ボ
ス
ト
ン
等
と
と
も
に
対
オ
ラ
ン
ダ
・
対

に
一
は
か
な
ち
な
か
っ
た
。

そ
し
て
し
ば
し
、
は

エ
リ
i
修
道
院
と
ほ
ぼ
同
様
な
様
相
は
他
の
巨
大
所
領
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
フ
ォ

i
ン
セ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー

の
直
営
地
生
産
物
の
主
要
な
部
分
は
東
海
岸
諸
港
を
背
景
と
す
る
ノ

i
リ
ッ
ヂ
の
市
場
で
販
売
さ
れ
た
し
、
ベ
ッ
ク
修
道
院
宵
下
の
マ
ナ

ー
た
る
ブ
レ
イ
ク
ナ
ム
切
宮
同
月
ロ
ゲ
問
自

(ω
邑
・
)
は
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
、
レ
シ
ン
ガ
ム
円

g由
吉
岡

v
h
w
E
(
Z
O広
・
)
は
ノ
!
リ
ッ
ヂ
と
ヤ

!
マ
ス
、
ト
ゥ
テ
ィ
ン
グ
吋
。
。
丘
ロ
ぬ

(ω
ロ
戸
)
と
リ
ス
リ
プ

売
機
構
を
形
成
し
て
い
た
。
ま
た
領
主
の
チ

l
ズ
は
ハ
ム
プ
シ
ャ

l
の
コ
ヮ
ム
、
マ
ン
ク
ス
ト
ン

お
よ
び
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
!
の
ブ
リ
ク
ス
ト
ン
H
デ
ィ
、
ヴ
ァ
リ
ル
の
農
民
た
ち
に
よ
っ
て
、
升
ザ
ム
ブ
ト
ン
∞
。
ロ
s
n
Bち
宮
口
(
出
m
D
Z・
)
の
港

、Jn' 

に
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。

河口問団日日目
V

(

ぜ
向
日
仏
仏
以
・
)

の
マ
ナ
ー
は
ロ
ン
ド
ン
と
そ
れ
ぞ
れ
恒
常
的
な
販

伊
向
。
出
M

内
定
以
ロ
、

ク
ワ

i
リ

1
0ロ
2
1
r吋

そ
の
ほ
か
ラ
ム
ゼ
イ
修
道
院
管
下
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
た
入
。
ロ
田
宮
自
己
V

の
明
記
し
て
い
る
市
場
名
は
、

ハ
ン
テ
イ
ン
ド
ン
、

-
セ
ン
ト

H
イ
ヴ
ス

ω
?
ぜ
g
m出
ロ
ロ
け
田
・
〉
、
ケ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
、

セ
ン
ト
H
エ
ド
モ
ン
ズ

セ
ン
ト
リ
オ
ー
バ
ン
ズ

ω
?
〉

FM吉
田
(
固
め
H
Z・
)
等
と
と
も
に
ロ
ン
ド
ン
、

お

花
た
い
し
運
搬
賦
役
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
c

ベ
リ
、

イ
プ
ス
ワ
ィ
ッ
チ
、

コ
i
千
'
ェ
ス
タ

i
等
の
海
運
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S
e
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f
o
r
d
)
 
~
令
平
~
~
代
隆
司
止
日
必
幻
史
認
。

照
同
~
)
望
号
提
!
:
d
~
完
治
よ
さ
ニ
ヰ
ミ
'
前
蛍
~
D
o
v
e
r
，
 Hastings

，
 H
i
t
h
e
，
 

R
o
m
n
e
y
，
 S
a
n
d
w
i
c
h
 
.iヰ吋ゐ
W
i
n
c
h
e
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e
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，
 R
y
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ふ
入
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州
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.
 
M
a
c
p
h
e
r
s
o
n
，
 

A
n
n
a
l
s
 of 
C
o
m
m
e
r
c
e
，
 Ma
n
u
f
a
c
t
u
r
e
s
，
 Fisheries
，
 an
d
 Navigation. 

1808. 
V
o
J. 
IV. 
A
p
p
.
)
O
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~
)
 P
e
c
k
h
a
m
 (ed.)
，
 op. 
cit. 
p. 
8
1. 

~
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î
ヰ
ホ
ホ

H
代
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、
ー
土
引
用
b
'
Ë
事
件
Q
'
Þ
ヤ
ト
~
K
'
t
>
'
介
、
一
段
状
朗
Q
f岳
感
心
斗
ν
ニ
t
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国
察
当
袋
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ト
H'、

n
-
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H
代
、
-
Q
鰭
f
E
t
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必
(
'
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心
。
害
者
間
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r
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平
:
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民
)
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ふ
入
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第
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~
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ニ
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初
心
必
よ

2-'='
L.F. 
S
a
l
z
m
a
n
，
 English T

r
a
d
e
 in 
the 
M
i
d
c1
1e 
A
g
e
s
.
 1931
，
 pp. 
228
，
 254 

-
5
 etc 
;
 E. Li
p
s
o
n
，
 op. 
cit. 
chap. V
I. 
esp. 
pp. 258
，
 266
，
 2
8
0
-
2
8
3
;
 
W
.
 C
u
n
n
i
n
g
h
a
m
，
 T
h
e
 G
r
o
w
t
h
 
of 
E
n
g
h
i
s
h
 

Industry a
n
d
 C
o
m
m
e
r
c
e
 during the 

Early 
a
n
d
 
M
i
d
c1
1e 
A
g
e
s
.
 
5
 th ed. 
1915. 
pp. 
218
，
 220
，
 279 
etc. 

砂
Q
~
話
消
印
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お
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隆
司
止
Q
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時
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言
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~
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t
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N
ふ
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K
e
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l
i
n
g
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C
o
m
m
e
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c
i
a
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開
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H
o
l1
a
n
d
 a
n
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 Z
e
e
l
a
n
d
 w
i
t
h
 E
n
g
l
a
n
d
 f
r
o
m
 the 

L
a
t
~
 
13th 
C
e
n
t
u
r
y
 to 
the Close 

of 
the 
M
i
d
d
l
e
 
A
g
e
s
.
 
1954; 

H
.
C
.
D
a
r
b
y
 (ed'.) ，
 An
 Historical 

G
e
o
g
r
a
p
h
y
 of 
E
n
g
l
a
n
d
 before 
1
8
0
0
:
 
F
o
u
r
t
e
e
n
 
Studies. 

1951，
 Ch
a
p
t
e
r
 V
I
I
I
.
日々

。
馬
問
日

E主
将

:ju
~
ν
ニ
の
。
ペ
!
Q
翠

E
.
P
o
w
e
r
，
 op. 
cit
。

(
自
)
M
il1er
，
 op. 
ci
t. 
pp. 8
5
-
8
6
.
 

(
~
)
 
D
a
v
e
n
p
o
r
t
，
 op. 
cit. 
p. 
37. 

(l;:j) 
M
o
r
g
a
n
，
 op. 
cit. 
pp. 
4
9
-
5
0，
 77
ー
78.

(
自
)
N
.
S
.
B
.
 
G
r
a
s
，
 op. 
ci
t. 
pp. :20
-
2
1
;
 
N
e
i1
son
，
 op. cit. 
p. 
38. 
よ
さ
持
!
咲
幾
世
組
娘
役
，
'
"
!ム
tl'¥入!l-
Q
t>'私
-
Q
組
組
雲
寺
r
;
，
ば

4
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聞
く
4
供

i十
~
災
以
守
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J
~
ν
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~
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.
I
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コ
ド
ふ
代
句
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一
主
主

j現
~
Q
)

~肴
Q
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代
ム
入
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い
わ
ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
ー
の
流
通
機
構

八
六

港
に
特
鎖
的
に
猿
触
せ
し
め
、
そ
の
閣
に
直
営
地
生
産
物
高
品
化
の
た
め
の
恒
常
的
な
販
売
機
構
を
形
成
し
て
い
た
事
実
が
ほ
ぼ
確
認
で

き
る
の
で
あ
る
。
片
し
て
か
か
る
事
情
は
、
当
時
『
商
業
の
復
活
』
(
ピ
レ
ン
ヌ
)
と
呼
ば
れ
た
商
品
流
通
の
異
常
な
伸
長
、
そ
し
て
商
品

価
格
の
急
激
な
昂
臨
に
よ
り
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
規
模
に
お
い
て
現
出
し
つ
つ
め
っ
た
い
わ
ゆ
る
市
場
の
『
好
混
期
』
(
出
R
V
W。
旦
ロ
ロ

wzs

等
の
諸
条
件
を
、
そ
の
よ
う
な
賦
役
制
販
売
機
構
を
通
じ
て
大
市
場
に
た
い
し
大
量
の
商
品
を
投
入
し
え
た
巨
大
マ
ナ

l
領
主
の
利
益
に

結
果
せ
し
め
た
こ
と
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ま
で
試
み
て
き
た
若
干
の
分
析
に
も
明
か
な
ご
と
く
、
か
か
る
マ

ナ
i
の
流
通
機
構
は
わ
か
晶
化
附
除
勧
炉
働
九
日
一
秒
齢
た
る
『
運
搬
賦
役
』
を
抜
き
難
く
そ
の
基
盤
と
し
て
成
立
し
て
い
た
事
実
が
何
よ
り

も
こ
こ
で
毘
当
に
直
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
産
物
が
商
品
化
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
基
礎
を
形
づ
く
る
散
在
す
る
直
営

つ
ね
に
そ
心
媒
介
項
と
し
て
機
能
し
て
い
た
も
の
は
か
か
る
運
搬

地
群
の
組
識
的
耕
作
と
そ
の
生
産
物
の
大
量
の
蓄
蔵
過
程
に
お
い
て
、

賦
役
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
そ
自
ら
を
す
ぐ
れ
て
農
奴
主
的
な
西
品
皇
産
の
体
系
と
し
て
再
編
成
し
え
た
十
三
世
紀
巨
大
所

領
の
経
済
構
造
を
理
解
す
べ
き
一
つ
の
鍵
が
在
在
す
る
の
で
あ
る
。

(
却
〉
マ
ナ
!
の
坐
産
物
を
支
面
的
に
吸
収
し
て
い
た
十
三
世
紀
の
大
規
模
市
場
に
つ
い
て
は
な
お
多
く
の
研
究
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
と
く
に

マ
ナ
I
の
生
産
物
が
海
港
市
場
を
特
徴
的
に
指
向
し
つ
つ
運
搬
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
な
お
断
ち
難
く
支
配
し
て
い
た
共
同
体
規
制
か
ら
規
定
さ
れ

た
国
内
市
場
の
狭
陸
性
に
対
応
す
る
歴
史
現
象
と
み
る
べ
与
じ
で
は
あ
る
き
い
か
。
と
の
点
と
く
に
大
塚
久
煙
「
共
同
体
の
茶
礎
現
論
」
(
昭
和
三
十

年
〉
に
お
り
る
論
述
を
参
照
の
こ
と
。

マ
ナ
ー
が
し
ば
し
ば
接
触
を
誠
み
た
各
市
場
の
規
模
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
次
の
二
つ
の
表
か
ら
あ
る
程
度
の
見
透
し
を
得
る
、
だ
ろ
う
。

な
お
同
様
の
点
に
つ
い
て
呂
田
山

2
8門Y
匂
o
日
g
E可
野
}
O
W
E仏
国

4
0邑
・
匂
-

M

討
所
収
の

A
Z
B己
伺
何
回
回
目
白
血

V

に
隠
す
る
表
を
併
せ
て
参
照

の
と
と
。
ま
た
り
師
同
-
t
u
-
-
o
u
-
n
F
M
M
・M
凸

0

・
百
四

-
B
に
み
る
十
四
位
紀
の
山
場
図
は
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
他
明
日
間
曲
・
土
1

む
を
も
参
照
さ
れ

た
い
。以
上
の
有
数
な
大
海
港
市
場
が
同
時
に
前
期
的
商
人
資
本
の
牙
械
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
れ
と
と
も
に
そ
の
幾
つ
か
の
市
場



(Tallage of 1255ユ

権
は
巨
大
マ
ナ

l
領
主
に

よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
た

事
実
も
霊
視
す
べ
き
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
ウ
イ
ン
チ

ェ
ス
タ
1
の
市
場
権
は
ウ

イ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
修
道
院

に
ハ
の
同
8
・
o
u
-
n
F
)、

ボ
ス
ト
ン
の
そ
れ
は
ト
ニ

ィ、

p
v
チ
モ
ン
ド
両
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A
H
P
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V
U
・

尽吋
l
H
g
)、
ボ
ス
ト
ン

と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
を
誇
る
セ
ン
ト
・
イ
ヴ
ス
の
市
場
権
は
、
ラ
ム
ゼ
イ
修
道
院
に

(
z
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S
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5
8、
そ
れ
ぞ
れ
帰
属
し
て
い
た
。
前
期
的
資
本
と

マ
ナ
l
領
主
が
共
通
の
利
害
関
係
に
立
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
と
の
点
に
関
連
し
て
、
一
三
五
年
の
「
1
川
町
匹
前
九
」
タ
が

度
量
衡
単
位
の
全
国
的
統
一
・
外
国
商
人
へ
の
差
別
課
税
の
廃
棄
を
要
求
条
項
と
し
て
掲
げ
て
い
た
事
実
ハ
戸
ω・
回
・
。
s
p
a
-
n
F
u
n
v・

甲
山
氏
寸
口
三
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目
口
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告
色
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田
仲
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司

-
E
U
O
骨神口-)、

お
よ
び
コ
ズ
ミ
ン
ス
キ
ー
に
よ
り
「
封
建
的
反
動
」
へ
の
農
民
的
抵
抗
と
規
定
さ
れ
た
一
三
八
一
年
の
農
民
一
援
が
し
ば
し
ば
巨
大
都
市
商
人
を
も

襲
撃
し
た
事
実

(
0
2
x
bロ
E
=日
曲
目
仏
戸
広
島
三
p
o
u
a
t
同・岡山

aw
叶

Z
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Rσ
己
刊
誌

F
O
E
S
O片
岡

出

n
y
R
a
ロ
・
回
申
告
・

2
ロ
・
〉
が

併
せ
て
想
起
さ
る
べ
き
で
あ
る
o

ま
た
「
金
納
化
」
の
終
局
的
完
成
H
貨
幣
地
代
の
一
般
的
成
立
と
期
を
同
じ
く
し
て
展
開
さ
れ
る
大
市
場
の
急
激

marks marks 

London 420 Bristol 45 

Lincoln 120 Exeter 36 

Winchester 120 Wilton 36 

Canterbury 90 Cambridge 36 

Worcester 75 Stamford 30 

Oxford 75 Gloucester 30 

;York 66 Hereford 30 

Marlborough 45 Colchester 30 

Northampton 45 Sudbury 15 

Norwich 45 Nottingham 15 

Bedford 45 Warwich 20s. 

£ S. d. 

London 836 12 10 

Boston 780 15 9 

Southampton 712 3 41/2 

Lincoln 656 12 2 

L戸m 651 11 6 

Hull 344 14 41/2 

York 175 8 10 

Newcastle 158 5 6 

Grimsby 91 15 01/2 

Barton 33 6 9 

Immingham 18 15 101/2 

(Darby， op. cit. p. 222) 

(Darby， op. cit. p. 221) 

(Fifteenth upon Seaport Merchants) (1204) 
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川
い
わ
ゆ
る
『
最
時
期
」
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
?
の
流
通
機
構

な
興
亡
・
中
世
商
業
都
市
の
支
退
等

(
m
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g
Eロ四
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司
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岡
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司
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検
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。
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B
H口
回
目
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え

H
H
R
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・
ぐ
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寸
g
a
o
pロ
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宮
内
凶
口
出
件
同
可
宮
、
吋
げ
自
室
芯
仏
日
夕
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町
田
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M
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・
日
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日
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刊
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ω
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五

総

括

わ
れ
わ
れ
が
運
搬
賦
役
と
い
う
史
家
の
注
目
を
比
較
的
引
か
な
か
っ
た
一
ノ
つ
の
局
面
を
捉
え
な
が
ら
こ
れ
ま
で
多
く
の
視
巾
を
費
や
じ

て
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
総
括
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
た
お
多
く
の
研
究
を
要
す
る
問
題
を
数
多
く
含
む
と
は
い
え
、
お
う
よ
そ
次
の

よ
う
な
処
理
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

問
題
の
焦
点
は
次
の
一
言
を
も
っ
て
諮
り
つ
く
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
十
一
一
A

世
記

κお
け
る
イ
ギ
リ
ス
巨
大
所
視
の
直
営
地
主

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

長
物
は
そ
れ
自
体
封
建
地
代
の
最
も
粗
暴
な
一
形
態
た
ゐ
間
設
労
働
そ
の
も
の
に
よ
り
臣
民
市
場
に
摂
人
さ
れ
商
品
化
さ
れ
た
と
。
し
た

が
っ
て
か
か
る
事
態
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
導
き
う
る
結
論
は
一
部
の
経
済
史
家
の
説
く
と
こ
ろ
と
は
決
定
的
に
設
を
分
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

v
」

ζ

に
は
封
建
最
民
の
全
労
働
か
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
二
分
さ
れ
、
剰
泳
蛍
働
部
分
は
「
経
済
外
的
強
制
」
の
効
果
と
し
て
封
建
領
主

に
よ
っ
て
直
接
に
掌
握
さ
れ
る
と
い
う
農
奴
制
〔
日
蛍
的
地
代
〕
の
法
制
性
が
、
生
産
迎
程
た
る
直
品
川
地
耕
作
と
周
様
に
マ
ナ

i
と
市
場

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
を
媒
介
す
る
流
通
機
構
に
た
い
し
て
も
浸
透
し
貫
徹
し
て
い
る
と
い
う
事
実
川
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
だ
こ
の
こ
と
は
次
の
点
を
わ



れ
わ
れ
に
指
示
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
は
、
か
か
る
マ
ナ
ー
の
流
通
機
慌
を
通
じ
て
商
品
佑
さ
れ
市
場
に
投
入
さ
れ
る
皇
産
物
は
専
ら

領
主
の
直
接
の
領
有
に
帰
す
る
剥
余
生
産
物
の
み
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、

ζ

の
場
合
商
品
所
有
者
と
し
て
流
通
の
極
点
に
立
ち
現
わ
れ

る
の
は
封
建
領
主
ま
た
は
そ
の
権
能
の
代
行
者
に
限
定
さ
れ
、
直
接
生
胃
者
は
全
面
的
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
Q

従
っ
て
こ
う
し
た
商
品
流

通
は
労
働
力
の
一
品
生
障
と
は
全
く
無
縁
な
形
態
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
。
等
々
。
従
っ
て
こ
の
故
に
こ
そ
、
『
独
立
白
川
区
農
民
』

H

『
農
民
の
自
由
な
小
土
地
所
有
』
の
鞘
時
的
成
立
を
鷲
ら
す
べ
き
主
体
的
帯
条
件
の
成
熟
に
た
い
し
て
ま
さ
に
逆
働
す
ぺ
き
方
向
規
定

性
を
担
い
つ
つ
商
品
府
内
通
の
発
展
に
対
応
す
る
マ
ナ

i
体
制
の
再
編
成
〔
日
封
建
的
反
動
〕
は
強
力
に
逮
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ペ
1
)

同
州
国
ユ
沼
田

3
・巴
mv
田
内
岳
山
仲
間
】
・
回
向
日
・
H
H
H
I
M

戸
ω
ω
・
∞
さ
「
∞
品
目
・
ハ
邦
訳
「
青
木
文
庫
」
販
⑬
一
一
一
一
一

i
一
一
一
九
頁
)
な
お
、
か
か
る

関
係
が
他
方
で
は
前
期
的
資
木
の
た
め
の
存
立
基
盤
モ
保
証
す
ペ
く
機
能
し
た
事
実
を
も
逸
す
ぺ
品
目
、
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
呂
田
吋
♂
出
・
目
・
。
・
切
仏
-F
ロ

ω・
5
唱
切
応
・
ロ
H
w

凶〆
ω・
ω白
N
1
8
ω
(邦
訳
⑦
一
九
六
一
良
、
⑨
四
六
九
ー
は
七

O
頁
)
の
叙
述
お
よ
び
大
塚
久
雄
「
共
同
体
の
基
礎
理
論
」
凶

プ
|
四
二
頁
。

ハ
2
〉
こ
こ
で
花
業
と
商
業
資
本
・
の
発
展
が
必
然
的
に
マ
ナ
ー
を
変
質
せ
し
め
、
農
奴
解
放
・
ヨ
!
?
ン
の
発
生
を
媒
介
す
る
客
観
的
条
件
と
し
て

作
用
し
た
と
す
る
臼
杉
教
授
の
主
張
が
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
Q

教
授
が
か
か
る
主
張
を
導
く
た
め
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
事
実
は
、
羊
毛
輸
出

の
発
展
が
比
較
的
賦
役
労
働
を
多
く
必
要
と
し
江
い
牧
羊
経
営
を
増
大
さ
せ
た
と
い
う
一
容
の
み
で
あ
っ
そ
。
し
か
し
こ
の
こ
と
自
体
は
「
金
約
化

の
終
局
的
達
成
を
何
ら
説
明
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
穀
物
栽
培
か
ら
牧
羊
経
常
へ
の
転
換
は
一
部
の
賦
役
を
金
納
佑
す
hv
結
果
を
作

な
う
で
あ
ろ
う
。
だ
が
同
時
に
閃
か
な
こ
と
は
牧
羊
経
営
も
ま
た
羊
の
洗
浄
・
勢
毛
の
た
め
に
可
成
わ
り
の
賦
役
澄
を
必
更
と
す
る
ζ

と
で
あ
る
。
そ

し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
特
定
の
穀
物
佳
産
マ
ナ
ー
を
も
没
ぐ
賦
役
水
準
を
示
す
こ
と
も
あ
り
得
た
の
マ
お
ゐ
ω

一
例
を
掲
げ
れ
ば
、
一
二
七
五
年
の

《同

5
山
円
。
島
問
。
ロ
る
が
諮
る
ベ
ず
ク
の
マ
ナ
l
た
る
オ
ク
ス
フ
ー

l
ド
シ
ャ
!
の
ス
ウ
イ
ン
コ
ム
∞
唱
同
口
口
o
g
d内
は
一
つ
の
牧
羊
マ
ナ
ー
で
あ
る
が
、

と
こ
で
は
農
民
の
賦
役
は
他
の
毅
作
マ
ナ
!
と
同
様
週
三
一
日
と
い
う
べ
叫
ン
ク
修
道
院
所
領
の
最
高
水
準
を
打
ち
出
し
て
い
る
(
句
C
唱曲
F
H
U
H
U
-
N
U
i

ω。
一
玄
O
『
宮
戸
。
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・
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ο

従
っ
て
羊
毛
貿
易
の
伸
長
を
直
ち
に
「
金
納
化
」
へ
の
愚
政
条
件
と
さ
れ
る
白
杉
教
授
の
見

解
は
、
理
論
に
も
史
実
に
も
背
馳
し
行
寸
法
見
と
す
ぺ
ぎ
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ
1

0
流
通
機
総

l¥ 
九



い
わ
ゆ
る
「
最
盛
期
」
に
み
る
イ
ギ
り
ス
・

7

ナ

l
の
流
通
機
構
悔

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
く
て
十
三
府
一
紀
の
イ
ギ
リ
ス
巨
大
所
領
は
何
ら
そ
の
基
本
構
成
を
変
質
せ
し
め
る
こ
と
な
く
市
場
に
接
触
し
九
O却

e

っ
て
農
奴
主
的

「
商
品
生
産
」
と
も
い
う
べ
き
再
主
産
万
法
を
と
り
な
が
ら
、
市
場
の
『
好
況
期
』
を
自
己
の
『
最
盛
期
』
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

総
じ
て
、
封
建
制
下
ピ
発
展
す
る
商
品
流
通
は
直
ち
に
封
建
制
に
た
い
す
る
斉
広
的
契
機
で
も
な
け
れ
ば
中
世
的
『
農
奴
解
放
』
の
た

、

、

、

、

、

め
の
決
定
的
要
因
で
も
な
い
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
改
め
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
、
商
業
の
破
壊
的
効
果
で
あ
る
か
に
み
え

る
史
的
現
象
は
、
逆
に
生
産
関
係
内
部
か
ら
す
る
こ
れ
へ
の
主
体
的
H
能
動
的
対
応
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
商
業
な
い
し
市
場

の
発
展
は
、
毘
史
的
に
も
論
理
的
に
も

つ
ね
に
そ
の
拠
っ
て
立
つ
生
産
事
情
そ
の
も
の
の
規
定
す
る
形
態
と
展
望
を
と
ら
ざ
る
を
え
な

い
の
で
あ
る
。
世
界
史
の
諸
過
程
が
、
商
業
が
封
建
制
の
崩
壊
に
貢
献
し
た
と
同
じ
く
逆
に
そ
の
強
化
に
も
作
用
し
え
た
と
い
う
「
逆
説

的
」
現
象
を
豊
富
に
提
供
す
る
の
も
ま
た
そ
の
散
で
あ
っ
た
。
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